
(57)【要約】

【課題】光プリンタ等の設計要求による高解像度化は、

発光素子の高精細化を必要とし、従来技術では、発光素

子サイズの縮小、即ち光出カが減少するという課題があ

った。また、製造上のチッピングの影響を受け、切断線

と発光点の間の配置余裕が減少するという課題と、各発

光素子アレイチップの配置余裕が無くなるために、チッ

プ同士の衝突による破損の課題があった。更に、自己走

査型発光素子アレイにおいて、時分割駆動した発光点像

が、略直線上とならずに紙送り方向にチップ単位で鋸歯

状又は三角波状となる課題があった。

【解決手段】光プリンタ等の設計要求に応じて、発光素

子アレイチップ上の各マイクロレンズの配置又は各発光

点の配置を、個別的又は連続的に構成させた組み合わせ

とすることにより、1つ以上の上述の問題又は課題を複

合的に解決することもできる。

【選択図】図1

JP 2007-276183 A 2007.10.25



【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 所 定 の 装 置 に 備 え ら れ た 感 光 ド ラ ム に 発 光 点 像 を 結 像 さ せ る 光 学 系 を 有 す る 光 書 き 込 み
ヘ ッ ド に 備 え ら れ る 、 直 線 状 に 配 列 さ れ た 複 数 個 の 発 光 点 か ら な る 発 光 点 列 を 有 す る 複 数
の 発 光 素 子 ア レ イ チ ッ プ で あ っ て 、
　 各 発 光 点 上 に そ れ ぞ れ 配 置 さ れ た マ イ ク ロ レ ン ズ を 備 え 、 前 記 発 光 点 に 対 応 す る 前 記 発
光 点 像 が 、 前 記 光 学 系 を 介 し て 結 像 さ れ 、
　 前 記 発 光 点 と 前 記 発 光 点 上 に 配 置 さ れ た マ イ ク ロ レ ン ズ と で 構 成 さ れ た 組 み 合 わ せ 毎 に
、 前 記 発 光 点 と 前 記 発 光 点 上 に 配 置 さ れ た 前 記 マ イ ク ロ レ ン ズ と の 配 置 関 係 を 有 し 、
　 前 記 発 光 点 に 対 応 す る 前 記 発 光 点 像 の 全 て に つ い て 主 走 査 方 向 に 略 等 間 隔 に な る よ う に
、 各 組 み 合 わ せ 毎 の 前 記 配 置 関 係 が 前 記 発 光 点 の 外 接 円 中 心 と 前 記 発 光 点 上 に 配 置 す る マ
イ ク ロ レ ン ズ の レ ン ズ 重 心 に 基 づ い て 規 定 さ れ 、 少 な く と も 1つ の 前 記 組 み 合 わ せ の 配 置
関 係 が 、 主 走 査 方 向 又 は 副 走 査 方 向 に 不 一 致 と な る よ う に 構 成 さ れ る 発 光 素 子 ア レ イ チ ッ
プ 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 配 置 関 係 に つ い て 不 一 致 と な る 前 記 組 み 合 わ せ が 、 前 記 発 光 素 子 ア レ イ チ ッ プ に 備
え ら れ た 全 て の 前 記 組 み 合 わ せ で あ り 、 主 走 査 方 向 に の み 不 一 致 に 構 成 さ れ て い る 請 求 項
1に 記 載 の 発 光 素 子 ア レ イ チ ッ プ 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 配 置 関 係 に つ い て 不 一 致 と な る 前 記 組 み 合 わ せ が 、 前 記 発 光 素 子 ア レ イ チ ッ プ に 備
え ら れ た 主 走 査 方 向 端 部 に 最 も 近 い 前 記 組 み 合 わ せ の み で あ り 、 主 走 査 方 向 に の み 不 一 致
に 構 成 さ れ て い る 請 求 項 1に 記 載 の 発 光 素 子 ア レ イ チ ッ プ 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 配 置 関 係 に つ い て 不 一 致 と な る 前 記 組 み 合 わ せ が 、 前 記 発 光 素 子 ア レ イ チ ッ プ に 備
え ら れ た 全 て の 前 記 組 み 合 わ せ で あ り 、 副 走 査 方 向 に の み 不 一 致 に 構 成 さ れ て い る 請 求 項
1に 記 載 の 発 光 素 子 ア レ イ チ ッ プ 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 発 光 素 子 ア レ イ チ ッ プ が 、 自 己 走 査 型 発 光 素 子 ア レ イ を 構 成 す る 発 光 素 子 ア レ イ チ
ッ プ で あ っ て 、
　 前 記 発 光 素 子 ア レ イ チ ッ プ 毎 に 、 全 て の 前 記 マ イ ク ロ レ ン ズ の レ ン ズ 重 心 の 位 置 を つ な
ぐ 線 と 、 全 て の 前 記 発 光 点 の 外 接 円 中 心 の 位 置 を つ な ぐ 線 が 、 平 行 で は な い 所 定 の 角 度 で
規 定 さ れ て い る 請 求 項 1に 記 載 の 発 光 素 子 ア レ イ チ ッ プ 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 所 定 の 角 度 が 、 時 分 割 駆 動 方 式 の 前 記 自 己 走 査 型 発 光 素 子 ア レ イ を 用 い た 前 記 所 定
の 装 置 の 解 像 度 を 基 準 と し て 定 め ら れ て い る 請 求 項 5に 記 載 の 発 光 素 子 ア レ イ チ ッ プ 。
【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 マ イ ク ロ レ ン ズ が 、 球 面 レ ン ズ 又 は 複 合 レ ン ズ か ら な る 請 求 項 １ ～ 6の い ず れ か に
記 載 の 発 光 素 子 ア レ イ チ ッ プ 。
【 請 求 項 ８ 】
　 請 求 項 １ ～ 7の い ず れ か に 記 載 の 発 光 素 子 ア レ イ チ ッ プ を 備 え る 光 書 き 込 み ヘ ッ ド 。
【 請 求 項 ９ 】
　 請 求 項 8に 記 載 の 光 書 き 込 み ヘ ッ ド を 備 え る 光 プ リ ン タ 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 請 求 項 8に 記 載 の 光 書 き 込 み ヘ ッ ド を 備 え る フ ァ ク シ ミ リ 。
【 請 求 項 １ １ 】
　 請 求 項 8に 記 載 の 光 書 き 込 み ヘ ッ ド を 備 え る 複 写 機 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 発 光 素 子 ア レ イ チ ッ プ 及 び 書 き 込 み ヘ ッ ド に 関 し 、 特 に マ イ ク ロ レ ン ズ 付 き
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発 光 素 子 ア レ イ チ ッ プ の 発 光 点 シ フ ト に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 発 光 素 子 ア レ イ 及 び 光 書 き 込 み ヘ ッ ド は 、 光 プ リ ン タ 、 フ ァ ク シ ミ リ 又 は 複 写 機 に 備 え
ら れ た 感 光 ド ラ ム に 、 光 を 露 光 さ せ る た め の 光 源 と し て 用 い ら れ て い る こ と が 知 ら れ て い
る （ 例 え ば 、 特 許 文 献 1） 。 光 書 き 込 み ヘ ッ ド を 備 え る 光 プ リ ン タ の 原 理 図 を 図 25に 示 す
。 円 筒 形 の 感 光 ド ラ ム 102の 表 面 に 、 ア モ ル フ ァ ス Siな ど の 光 導 電 性 を 持 つ 材 料 （ 感 光 体
） が 形 成 さ れ て い る 。 こ の ド ラ ム は プ リ ン ト の 速 度 で 回 転 し て い る 。 回 転 し て い る ド ラ ム
の 感 光 体 表 面 を 、 帯 電 器 104で 一 様 に 帯 電 さ せ る 。 そ し て 、 光 書 き 込 み ヘ ッ ド 100で 、 印 字
す る ド ッ ト イ メ ー ジ の 光 を 感 光 体 上 に 照 射 し 、 光 の 当 た っ た と こ ろ の 帯 電 を 中 和 す る 。 続
い て 、 現 像 器 106で 感 光 体 上 の 帯 電 状 態 に し た が っ て 、 ト ナ ー を 感 光 体 上 に つ け る 。 そ し
て 、 転 写 器 108で カ セ ッ ト 110中 か ら 送 ら れ て き た 用 紙 112上 に 、 ト ナ ー を 転 写 す る 。 用 紙
は 、 定 着 器 114に て 熱 等 を 加 え ら れ 定 着 さ れ 、 ス タ ッ カ 116に 送 ら れ る 。 一 方 、 転 写 の 終 了
し た ド ラ ム は 、 消 去 ラ ン プ 118で 帯 電 が 全 面 に わ た っ て 中 和 さ れ 、 清 掃 器 120で 残 っ た ト ナ
ー が 除 去 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 更 に 、 光 書 き 込 み ヘ ッ ド を 備 え る フ ァ ク シ ミ リ 、 複 写 機 の 原 理 図 を 図 26に 示 す 。 図 25と
同 一 の 構 成 要 素 に は 、 同 一 の 参 照 番 号 を 付 し て 示 す 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 紙 送 り ロ ー ラ 130で 搬 送 さ れ る 読 取 り 原 稿 122に 光 源 124か ら 光 を 照 射 し 、 そ の 反 射 光 を
利 用 し て 、 結 像 レ ン ズ 126を 介 し 、 イ メ ー ジ セ ン サ 128で 受 光 す る 。 フ ァ ク シ ミ リ の 印 字 又
は 複 写 機 能 、 或 い は 複 写 機 の 複 写 機 能 に よ っ て 、 光 書 き 込 み ヘ ッ ド 100の 発 光 素 子 ア レ イ 1
32が 点 灯 し 、 ロ ッ ド レ ン ズ ア レ イ 134を 介 し て 感 光 ド ラ ム 102に 照 射 さ れ る 。 用 紙 112へ の
印 字 は 、 光 プ リ ン タ で 説 明 し た と お り で あ る 。 尚 、 発 光 素 子 ア レ イ 132は 、 発 光 素 子 ア レ
イ チ ッ プ を 複 数 並 べ る こ と に よ り 、 構 成 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 図 24に 、 先 行 技 術 に お け る 光 書 き 込 み ヘ ッ ド の 代 表 的 な 構 造 図 を 示 す 。 図 24は 、 光 プ リ
ン タ に 搭 載 さ れ る 光 書 き 込 み ヘ ッ ド の 主 走 査 方 向 に 対 し て 直 交 す る 方 向 （ 以 下 、 副 走 査 方
向 と 称 す る ） の 断 面 図 で あ る 。 チ ッ プ 実 装 基 板 60上 に 、 発 光 素 子 を 列 上 に 配 置 し た 複 数 個
の 発 光 素 子 ア レ イ チ ッ プ 61が 主 走 査 方 向 に 実 装 さ れ て お り 、 こ の 発 光 素 子 ア レ イ チ ッ プ 61
の 発 光 素 子 が 発 光 す る 光 の 光 路 上 に は 、 主 走 査 方 向 に 長 尺 な 正 立 等 倍 の ロ ッ ド レ ン ズ ア レ
イ 74が 配 置 さ れ て い る 。 ロ ッ ド レ ン ズ ア レ イ 74は 、 光 軸 方 向 の 位 置 調 整 を 図 る 調 整 機 構 と
し て の 機 能 を 有 す る ハ ウ ジ ン グ 63に よ り 固 定 さ れ て い る 。 発 光 素 子 か ら 発 光 さ れ る 光 は 、
光 ロ ッ ド レ ン ズ ア レ イ 74を 介 し て 感 光 ド ラ ム 102に 結 像 さ れ る 。 ま た 、 チ ッ プ 実 装 基 板 60
の 下 地 に は 発 光 素 子 ア レ イ チ ッ プ 61の 熱 を 放 出 す る た め の ヒ ー ト シ ン ク 65が 設 け ら れ て お
り 、 ハ ウ ジ ン グ 63と ヒ ー ト シ ン ク 65は 、 チ ッ プ 実 装 基 板 60を 間 に 挟 ん で 止 め 金 具 66に よ り
固 定 さ れ て い る 。 そ の よ う な 光 書 き 込 み ヘ ッ ド の 代 表 的 な 構 造 図 に つ い て は 、 先 行 技 術 と
し て 開 示 さ れ て い る （ 例 え ば 、 特 許 文 献 2） 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 図 19は 、 発 光 素 子 ア レ イ チ ッ プ に マ イ ク ロ レ ン ズ を 配 置 し た と き の 平 面 図 で あ る 。 発 光
素 子 ア レ イ チ ッ プ 80に は 、 チ ッ プ 両 端 に ボ ン デ ィ ン グ パ ッ ド 82が 設 け ら れ 、 発 光 素 子 ア レ
イ チ ッ プ の 発 光 点 84が チ ッ プ の 縁 部 に 沿 っ て 直 線 状 に 配 列 さ れ て い る 。 図 20は 、 前 記 発 光
素 子 ア レ イ チ ッ プ に 対 し 、 マ イ ク ロ レ ン ズ 30ｍ が 発 光 素 子 上 に 連 結 し て 配 列 さ れ て い る 様
子 を 示 し て お り 、 マ イ ク ロ レ ン ズ を 設 け た 発 光 素 子 ア レ イ チ ッ プ の 一 部 拡 大 図 を 示 し て い
る 。 こ の 拡 大 部 分 は 、 図 19の 点 線 で 囲 っ た 部 分 に 相 当 し て い る 。 図 21は 、 図 20の 側 面 図 で
あ る 。 そ の よ う な マ イ ク ロ レ ン ズ 及 び 発 光 素 子 ア レ イ チ ッ プ は 、 先 行 技 術 と し て 開 示 さ れ
て い る （ 例 え ば 、 特 許 文 献 3） 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 図 22は 、 従 来 の 発 光 素 子 ア レ イ チ ッ プ の 配 列 状 態 を 示 し 、 図 22(a)は 、 直 線 状 配 列 の 説
明 図 で あ り 、 図 22(b)は 、 従 来 の 千 鳥 状 配 列 の 説 明 図 で あ る 。 図 22(a)で は 、 複 数 の 発 光 点
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84が 各 発 光 素 子 ア レ イ チ ッ プ 80に 直 線 状 に 配 列 さ れ て い る 。 複 数 の 発 光 点 84が 、 同 一 配 列
間 隔 を 保 持 し た ま ま 一 直 線 状 に 連 な る よ う に 、 複 数 個 の 発 光 素 子 ア レ イ チ ッ プ 80を 連 結 さ
せ て い る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 図 22（ a） に 示 す 略 直 線 上 一 列 に 並 べ た タ イ プ の 発 光 素 子 ア レ イ は 、 複 数 の 発 光 素 子 ア
レ イ チ ッ プ を プ リ ン ト 配 線 基 板 上 に 一 方 向 に 配 列 さ せ て い る 。 プ リ ン タ 等 に よ り 画 像 を 出
力 す る 場 合 に は 、 所 定 の 画 像 デ ー タ を 所 定 の 制 御 タ イ ミ ン グ に よ り 制 御 信 号 を 同 期 さ せ て
、 発 光 素 子 ア レ イ チ ッ プ 上 の 対 応 す る 発 光 素 子 部 に 制 御 信 号 を 転 送 し 、 発 光 素 子 を 発 光 さ
せ る 。 尚 、 こ の プ リ ン ト 配 線 基 板 60と 正 立 等 倍 レ ン ズ ア レ イ 74は 、 前 述 の よ う に 光 書 き 込
み ヘ ッ ド と し て 一 定 の 位 置 関 係 に 支 持 ・ 固 定 さ れ て い る 。 発 光 素 子 ア レ イ チ ッ プ 上 の 各 発
光 点 に 対 応 す る 像 （ 即 ち 、 照 射 光 ） は 、 正 立 等 倍 レ ン ズ ア レ イ を 介 し て 、 感 光 ド ラ ム 102
に 投 影 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 図 22（ ｂ ） で は 、 発 光 素 子 ア レ イ チ ッ プ 81の 長 さ を 、 発 光 素 子 ア レ イ チ ッ プ 80の 長 さ よ
り 長 く し た 上 で 、 奇 数 番 目 に 当 た る ア レ イ チ ッ プ 81－ 1と 偶 数 番 目 に 当 た る ア レ イ チ ッ プ 8
1－ 2と を 、 向 き を 180度 入 れ 換 え て 、 両 端 が 背 中 合 わ せ に な る よ う に 千 鳥 掛 け 状 態 に 配 置
さ せ て い る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 図 22（ b） に 示 す 千 鳥 状 に 配 列 さ れ た タ イ プ の 光 発 光 素 子 ア レ イ は 、 複 数 の 発 光 素 子 ア
レ イ チ ッ プ を プ リ ン ト 配 線 基 板 上 に 略 直 線 上 二 列 （ 直 線 a及 び 直 線 b） と し て 千 烏 状 に 配 置
さ せ て お り 、 発 光 点 列 （ 以 下 、 主 走 査 方 向 と も 称 す る ） の ピ ッ チ が 等 間 隔 と な る よ う に 配
置 さ せ る 。 尚 、 こ の プ リ ン ト 配 線 基 板 と 正 立 等 倍 レ ン ズ ア レ イ は 、 前 述 の よ う に 光 書 き 込
み ヘ ッ ド と し て 一 定 の 位 置 関 係 に 支 持 ・ 固 定 さ れ て い る 。 発 光 素 子 ア レ イ チ ッ プ 上 の 各 発
光 点 に 対 応 す る 像 （ 即 ち 、 照 射 光 ） は 、 正 立 等 倍 レ ン ズ ア レ イ を 介 し て 、 感 光 ド ラ ム に 投
影 さ れ て い る 。 こ こ で 、 感 光 ド ラ ム 上 の 像 が 正 し く 描 か れ る よ う に 、 各 発 光 素 子 ア レ イ チ
ッ プ に 画 像 デ ー タ に 対 応 す る 制 御 信 号 を 与 え る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 図 23は 、 千 鳥 状 に 配 列 す る 発 光 素 子 ア レ イ チ ッ プ の 切 断 す る 様 子 を 示 す 。 図 23(a)は ダ
イ シ ン グ の 説 明 図 で あ り 、 図 23(b)は 千 鳥 配 列 状 態 の 説 明 図 で あ る 。 図 23(a)に 示 す よ う に
、 発 光 素 子 ア レ イ チ ッ プ 81は 、 ダ イ シ ン グ ブ レ ー ド 13に よ り 、 発 光 点 84を 含 む 略 矩 形 状 の
各 個 片 に 切 断 し た 後 、 図 23(b)に 示 す よ う に 、 隣 接 す る チ ッ プ 同 士 （ 81－ 1， 81－ 2） が 背
中 合 わ せ に 配 置 さ れ る 。 ダ イ シ ン グ ブ レ ー ド 13を 用 い た ダ イ シ ン グ に お い て は 、 ダ イ シ ン
グ テ ー プ 12上 の ア レ イ チ ッ プ に 対 し 、 所 定 の 角 度 で 切 断 す る 。 即 ち 、 隣 接 チ ッ プ と 背 中 合
わ せ に 接 触 す る 側 の 長 辺 エ ッ ジ の 角 度 を 、 発 光 点 84側 の 切 断 端 面 10bに 対 し 、 チ ッ プ 表 面 1
0aと の 為 す 角 度 α が 鋭 角 で あ り 、 前 記 鋭 角 か ら の 垂 線 よ り も 下 面 10cが 出 っ 張 っ て な い よ
う に 切 断 す る 。 こ れ に よ り 、 切 断 端 面 10bの 角 度 及 び 切 断 位 置 が 最 適 さ れ 、 安 定 し た 千 鳥
配 列 の 位 置 決 め が で き る よ う に な る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 図 22(b)に 示 す よ う に 、 複 数 個 の ア レ イ チ ッ プ 81が 千 鳥 状 配 列 に よ り 接 続 さ れ る こ と で
、 各 ア レ イ チ ッ プ 81の チ ッ プ 表 面 に 直 線 状 に 配 列 さ れ た 複 数 の 発 光 点 84の 中 心 を 結 ぶ ２ 本
の 直 線 ａ 及 び ｂ は 、 平 行 な 直 線 と な る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 図 22及 び 図 23に 示 す 発 光 素 子 ア レ イ は 、 先 行 技 術 と し て 開 示 さ れ て い る （ 例 え ば 、 特 許
文 献 4） 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 ま た 、 ダ イ シ ン グ に よ っ て 、 精 度 良 く 主 走 査 方 向 の 発 光 素 子 ア レ イ チ ッ プ を 斜 め に 切 断
す る 方 法 は 、 先 行 技 術 と し て 開 示 さ れ て い る （ 特 許 文 献 5） 。 そ こ で は 、 各 発 光 素 子 ア レ
イ チ ッ プ の 連 結 精 度 を 高 め る こ と を 可 能 と す る た め 、 各 発 光 素 子 ア レ イ チ ッ プ の 斜 め 切 断
方 法 を 特 殊 な 構 造 を 施 し た デ ュ ア ル ダ イ サ ー を 用 い て い る 。 そ の デ ュ ア ル ダ イ サ ー を 用 い
て 、 各 発 光 素 子 ア レ イ チ ッ プ の 連 結 精 度 が 高 め ら れ て い る 。
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【 ０ ０ １ ５ 】
　 と こ ろ で 、 発 光 素 子 ア レ イ と し て 、 自 己 走 査 型 発 光 素 子 ア レ イ を 用 い た 場 合 に は 、 発 光
タ イ ミ ン グ と 回 転 す る 感 光 ド ラ ム と の 関 係 で 、 駆 動 方 式 に 工 夫 を 要 す る こ と が 知 ら れ て い
る （ 例 え ば 、 特 許 文 献 6） 。 即 ち 、 発 光 素 子 ア レ イ チ ッ プ の 先 頭 画 素 に 対 応 す る 発 光 素 子
を 点 灯 し 、 次 の 画 素 に 対 応 す る 発 光 素 子 、 更 に 次 の 画 素 に 対 応 す る 発 光 素 子 … 、 と 順 次 点
灯 す る た め 、 発 光 素 子 ア レ イ の チ ッ プ の 最 終 画 素 と 隣 接 す る チ ッ プ の 先 頭 画 素 と を 駆 動 す
る タ イ ミ ン グ は １ 走 査 分 ず れ る 。 こ の 課 題 を 解 決 す る た め に 、 記 録 素 子 を 相 補 的 に 逆 方 向
に 傾 け て 形 成 さ せ る か 、 又 は 配 列 さ れ た チ ッ プ を 相 補 的 に 傾 け て 実 装 す る 等 の 方 法 の 他 、
時 分 割 駆 動 す る 方 式 （ 特 許 文 献 6） が 開 示 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 尚 、 前 述 の 光 プ リ ン タ な ど に 用 い ら れ る 光 書 き 込 み ヘ ッ ド と し て は 、 発 光 素 子 の 光 利 用
効 率 も 重 要 な 要 素 と な る 。 光 利 用 効 率 が 良 け れ ば 、 そ れ だ け 発 光 素 子 ア レ イ の 消 費 電 力 も
抑 え る こ と も で き る 。 従 っ て 、 発 光 素 子 の 発 熱 劣 化 も 低 減 で き る た め 、 長 寿 命 化 に も 効 果
が あ る こ と が 一 般 的 に 知 ら れ て い る 。 そ の た め 、 光 利 用 効 率 を 高 め る た め に 、 Ｌ Ｅ Ｄ 発 光
点 の 直 上 に 球 面 状 の マ イ ク ロ レ ン ズ （ 以 下 、 球 面 レ ン ズ と も 称 す る ） の 配 列 で 構 成 さ れ た
マ イ ク ロ レ ン ズ ア レ イ を 配 置 さ せ る こ と に よ り 、 Ｌ Ｅ Ｄ 発 光 の 指 向 性 を 改 善 さ せ る 方 法 が
知 ら れ て い る 。 即 ち 、 マ イ ク ロ レ ン ズ に よ り 、 ロ ッ ド レ ン ズ ア レ イ の 口 径 角 内 に 入 射 す る
光 線 を 増 大 さ せ る こ と が で き る 。 更 に 、 球 面 レ ン ズ よ り も 発 光 効 率 を 改 善 す る た め に 、 発
光 素 子 形 状 に 対 応 さ せ て 、 マ イ ク ロ レ ン ズ の 最 適 形 状 化 を 図 っ て い る レ ン ズ （ 以 下 、 複 合
レ ン ズ と も 称 す る ） 及 び そ の 製 法 に つ い て も 開 示 さ れ て い る （ 例 え ば 、 特 許 文 献 7） 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 図 10(a)は 、 従 来 の マ イ ク ロ レ ン ズ （ 即 ち 、 単 純 な 円 形 レ ン ズ ） の 場 合 に お け る 、 発 光
点 が 略 直 線 上 に 配 列 さ れ た 発 光 素 子 ア レ イ の 構 成 例 を 示 す 図 で あ る 。 図 10(b)は 、 図 10(a)
に お い て 、 感 光 ド ラ ム 停 止 時 の 結 像 面 (感 光 ド ラ ム 面 )上 に 形 成 さ れ た 発 光 点 像 を 模 式 的 に
示 し た 図 で あ る 。 図 10(a)に 示 す よ う に 、 発 光 素 子 ア レ イ チ ッ プ 80m上 の 各 発 光 点 84の 形 状
は 、 略 正 方 形 の 一 部 (電 極 部 分 )に 切 り 欠 け が 入 っ た 形 状 を し て い る (例 え ば 、 特 許 文 献 6)
。 そ し て 、 発 光 素 子 ア レ イ チ ッ プ 80mに は 、 各 発 光 点 84の 直 上 に 円 形 の 球 面 マ イ ク ロ レ ン
ズ 30m（ 即 ち 、 円 形 レ ン ズ ） が 配 列 さ れ て い る 。 図 11は 、 図 10に 示 し た 発 光 点 84及 び 球 面
マ イ ク ロ レ ン ズ 30mを 上 部 か ら 見 た 図 で あ る 。 図 11か ら 、 各 発 光 点 の 形 状 に 外 接 す る 円 （
破 線 に 示 す 円 ） の 中 心 位 置 （ 以 下 、 発 光 点 外 接 円 中 心 と も 称 す る ） Opが 、 マ イ ク ロ レ ン ズ
の 重 心 位 置 Ompと 一 致 し て い る こ と が 分 か る 。 こ の よ う な 構 成 の 発 光 素 子 ア レ イ チ ッ プ に
お い て は 、 図 10に 示 す よ う に 、 発 光 素 子 ア レ イ チ ッ プ 端 部 側 に あ る 発 光 点 I A 1 及 び I A 2 は 、
感 光 ド ラ ム 上 に 結 像 （ 以 下 、 発 光 点 像 と も 称 す る ） さ れ 、 発 光 点 像 I A 1 ’ 及 び I A 2 ’ と し て
照 射 さ れ る 。 図 10(b)に 示 す 発 光 点 像 80mdか ら 分 か る よ う に 、 各 発 光 点 像 は 、 ほ ぼ 等 間 隔
で 照 射 さ れ る 。 尚 、 発 光 点 84の 主 走 査 方 向 幅 （ 図 示 a） は 、 各 発 光 点 の 間 隔 pよ り も 短 く 、
各 発 光 点 の 間 隔 pに よ っ て 各 発 光 点 像 が 結 像 さ れ て い る こ と が 分 か る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
図 12(a)は 、 先 行 技 術 の マ イ ク ロ レ ン ズ （ 即 ち 、 複 合 レ ン ズ ） の 場 合 に お け る 、 各 発 光 素
子 ア レ イ チ ッ プ が 千 鳥 状 に 配 列 さ れ た 発 光 素 子 ア レ イ の 構 成 例 を 示 す 図 で あ る 。 図 12(b)
は 、 図 12(a)に お い て 、 感 光 ド ラ ム 停 止 時 の 結 像 面 (感 光 ド ラ ム 面 )上 に 形 成 さ れ た 発 光 点
像 を 模 式 的 に 示 し た 図 で あ る 。 発 光 素 子 ア レ イ チ ッ プ 81sの 各 発 光 点 84の 形 状 は 、 略 正 方
形 の 一 部 (電 極 部 分 )に 切 り 欠 け が 入 っ た 形 状 を し て い る 。 そ し て 、 発 光 素 子 ア レ イ チ ッ プ
81sに は 、 各 発 光 点 84の 直 上 に マ イ ク ロ レ ン ズ 30（ 即 ち 、 複 合 レ ン ズ ） が 配 置 さ れ て い る
。 図 13は 、 図 12に 示 し た 発 光 点 84及 び 複 合 レ ン ズ 30を 上 部 か ら 見 た 図 で あ る 。 図 13か ら 、
各 発 光 点 の 形 状 に 外 接 す る 円 の 中 心 位 置 Opが 、 マ イ ク ロ レ ン ズ の 重 心 位 置 Ospと 一 致 し て
い る こ と が 分 か る 。 こ の よ う な 構 成 の 発 光 素 子 ア レ イ チ ッ プ に お い て は 、 図 12に 示 す よ う
に 、 発 光 素 子 ア レ イ チ ッ プ 端 部 側 に あ る 発 光 点 I E 1 及 び I E 2 は 、 感 光 ド ラ ム 上 に は 発 光 点 像
I E 1 ’ 及 び I E 2 ’ と し て 結 像 さ れ る 。 図 12(b)に 示 す 発 光 点 像 81sdか ら 分 か る よ う に 、 各 発
光 点 像 は 、 各 発 光 素 子 ア レ イ チ ッ プ 間 の 継 ぎ 目 も 含 め 、 ほ ぼ 等 間 隔 で 照 射 さ れ る 。 尚 、 発
光 点 84の 主 走 査 方 向 幅 （ 図 10に 示 す 図 示 aと 同 一 で あ り 、 図 示 を 省 略 し て い る ） は 、 各 発

10

20

30

40

50

(5) JP 2007-276183 A 2007.10.25



光 点 の 間 隔 pよ り も 短 く 、 各 発 光 点 の 間 隔 pに よ っ て 各 発 光 点 像 が 結 像 さ れ て い る こ と が 分
か る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 ま た 、 発 光 点 84は 主 走 査 方 向 に 等 間 隔 pで 並 び 、 直 線 (J‐ J’ )と 直 線 (K‐ K’ )と は 平 行
を 維 持 し て お り 、 直 線 (L‐ L’ )と 直 線 (M‐ M’ )も 同 様 で あ る 。 直 線 (L‐ L’ )と 、 直 線 (M‐
M’ )と の 間 の 距 離 は 、 副 走 査 方 向 に 間 隔 q離 れ て お り 、 直 線 (J‐ J’ )と 、 直 線 (K‐ K’ )と
の 間 の 距 離 と ほ ぼ 同 一 で あ る 。 ま た 、 直 線 (J‐ J’ )と 直 線 (K‐ K’ )は 、 各 発 光 素 子 ア レ イ
チ ッ プ の 各 発 光 点 の 外 接 円 中 心 Opを つ な い で い る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 図 14(a)は 、 従 来 技 術 の マ イ ク ロ レ ン ズ （ 球 面 レ ン ズ ） の 場 合 に お け る 、 各 発 光 素 子 ア
レ イ チ ッ プ が 千 鳥 状 に 配 列 さ れ た 発 光 素 子 ア レ イ の 構 成 例 を 示 す 図 で あ る 。 図 14 (b)は 、
図 14 (a)に お い て 、 感 光 ド ラ ム 停 止 時 の 結 像 面 (感 光 ド ラ ム 面 )上 に 形 成 さ れ た 発 光 点 像 を
模 式 的 に 示 し た 図 で あ る 。 発 光 素 子 ア レ イ チ ッ プ 81mの 各 発 光 点 84の 形 状 は 、 略 正 方 形 の
一 部 (電 極 部 分 )に 切 り 欠 け が 入 っ た 形 状 を し て い る 。 そ し て 、 発 光 素 子 ア レ イ チ ッ プ 81m
に は 、 各 発 光 点 84の 直 上 に マ イ ク ロ レ ン ズ 30mが 構 成 さ れ て い る 。 図 14に 示 す 発 光 点 84及
び 球 面 レ ン ズ 30mの 配 置 関 係 は 、 図 11に 示 し た 構 成 と 同 一 で あ る 。 こ の よ う な 構 成 の 発 光
素 子 ア レ イ チ ッ プ に お い て は 、 図 14に 示 す よ う に 、 発 光 素 子 ア レ イ チ ッ プ 端 部 側 に あ る 発
光 点 I C 1 及 び I C 2 は 、 感 光 ド ラ ム 上 に は 発 光 点 像 I C 1 ’ 及 び I C 2 ’ と し て 結 像 さ れ る 。 図 14(b
)に 示 す 発 光 点 像 81mdか ら 分 か る よ う に 、 各 発 光 点 像 は 、 各 発 光 素 子 ア レ イ チ ッ プ 間 の 継
ぎ 目 も 含 め 、 ほ ぼ 等 間 隔 で 照 射 さ れ る 。 尚 、 発 光 点 84の 主 走 査 方 向 幅 （ 図 10に 示 す 図 示 a
と 同 一 で あ る ） は 、 各 発 光 点 の 間 隔 pよ り も 短 く 、 各 発 光 点 の 間 隔 pに よ っ て 各 発 光 点 像 が
結 像 さ れ て い る こ と が 分 か る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 ま た 、 発 光 点 84は 主 走 査 方 向 に 等 間 隔 pで 並 び 、 直 線 (B‐ B′ )と 直 線 (C‐ C′ )と は 平 行
を 維 持 し て お り 、 直 線 (D‐ D′ )と 直 線 (E‐ E′ )も 同 様 で あ る 。 直 線 (B‐ B′ )と 直 線 (C‐ C
′ )の 間 の 距 離 は 、 副 走 査 方 向 に 間 隔 q離 れ て お り 、 直 線 (D‐ D′ )と 直 線 (E‐ E′ )の 間 の 距
離 も 同 様 で あ る 。 ま た 、 直 線 (B‐ B′ )と 直 線 (C‐ C′ )は 、 各 発 光 素 子 ア レ イ チ ッ プ の 各 発
光 点 の 外 接 円 中 心 Opを つ な い で い る 。 セ ル フ ォ ッ ク レ ン ズ ア レ イ の よ う な 、 図 24に 示 し た
正 立 等 倍 レ ン ズ ア レ イ 74を 用 い る 場 合 、 レ ン ズ ア レ イ の 主 走 査 方 向 中 心 線 (L A ‐ L A ′ )付 近
で 線 (B‐ B′ )と 線 (C‐ C′ )を 配 置 さ せ て い る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 図 10～ 図 14は 、 先 行 技 術 の 構 成 と し て 重 要 な 要 素 を 説 明 し た 図 で あ る （ 例 え ば 、 特 許 文
献 4） 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 図 11で 説 明 し た 各 発 光 点 の 形 状 に 外 接 す る 円 （ 破 線 に 示 す 円 ） の 中 心 位 置 Opと 、 マ イ ク
ロ レ ン ズ （ 球 面 レ ン ズ ） の 重 心 位 置 Ompは 、 後 述 す る 定 義 方 法 に よ っ て 規 定 さ れ る 。 ま た
、 図 13で 説 明 し た マ イ ク ロ レ ン ズ (複 合 レ ン ズ )の 重 心 位 置 Ospは 、 後 述 す る 定 義 方 法 に よ
っ て 規 定 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 2003－ 170625公 報
【 特 許 文 献 ２ 】 特 開  2004－ 209703公 報
【 特 許 文 献 ３ 】 特 開  2005－ 311269公 報
【 特 許 文 献 ４ 】 特 開  2001－ 250981公 報
【 特 許 文 献 ５ 】 特 開 2001－ 7054公 報
【 特 許 文 献 ６ 】 特 開 平 09－ 174937公 報
【 特 許 文 献 ７ 】 特 開  2005－ 39195公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 図 15に 、 複 数 の 発 光 素 子 ア レ イ チ ッ プ を 略 直 線 上 一 列 に 並 べ た タ イ プ の 発 光 素 子 ア レ イ
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の 構 成 例 （ 以 下 、 第 1の 構 成 例 と も 称 す る ） を 示 す 。 略 直 線 上 一 列 に 並 べ た タ イ プ の 発 光
素 子 ア レ イ チ ッ プ 80は 、 複 数 の 発 光 点 34の 発 光 領 域 の 像 （ 以 下 、 発 光 領 域 像 と も 称 す る ）
を 、 ロ ッ ド レ ン ズ ア レ イ を 介 し て 感 光 ド ラ ム 上 に 結 像 （ 発 光 点 像 ） さ せ る 。 そ の 発 光 点 像
は 、 一 列 に 等 間 隔 に 照 射 さ れ て い る こ と が 好 ま し く 、 そ の よ う な 構 成 と す べ き で あ る こ と
は 当 業 者 に 明 ら か で あ る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 そ こ で 、 一 列 に 等 間 隔 の 発 光 点 像 を 得 る た め に は 、 発 光 素 子 ア レ イ チ ッ プ の 継 ぎ 目 に 直
接 隣 接 す る 発 光 点 （ 図 示 In） に お い て も 、 ほ ぼ 等 し い 間 隔 pで 並 べ ら れ る 必 要 が あ る 。 そ
の た め に は 、 高 精 細 （ 例 え ば 、 高 解 像 度 化 ） に な る に つ れ て 、 発 光 点 の 隙 間 の 間 隔 を 短 く
す る こ と に な り （ 即 ち 、 間 隔 pが 短 く な り ） 、 発 光 素 子 ア レ イ チ ッ プ の 継 ぎ 目 S 1 の 切 断 線
と 、 発 光 点 Inと の 距 離 が 短 く な っ て し ま う 。 通 常 、 発 光 素 子 ア レ イ チ ッ プ は 化 合 物 半 導 体
上 に 形 成 さ れ て お り 、 前 述 し た よ う に 、 発 光 素 子 ア レ イ チ ッ プ と し て ダ イ シ ン グ ソ ー に よ
っ て 切 り 出 さ れ る （ 例 え ば 、 特 許 文 献 ４ ） 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 し か し な が ら 、 化 合 物 半 導 体 は 脆 く 、 切 断 時 に チ ッ ピ ン グ が 生 じ や す い た め 、 切 断 線 と
発 光 点 の 間 に は 数 μ m程 度 の 余 裕 が 必 要 で あ る 。 ま た 、 プ リ ン ト 配 線 基 板 上 に 発 光 素 子 ア
レ イ チ ッ プ を 配 列 す る と き に は 、 チ ッ プ 同 士 の 衝 突 で チ ッ プ 破 損 を 生 じ な い よ う に 、 チ ッ
プ 間 を 所 定 の 隙 間 （ 図 15に 示 す S 1 ） を 設 け て 配 置 す る こ と も 必 要 に な る 。 従 っ て 、 発 光 素
子 ア レ イ チ ッ プ 上 の 発 光 点 の 大 き さ （ 即 ち 、 主 走 査 方 向 を 発 光 点 幅 a） を 、 各 発 光 点 の 間
隔 （ 即 ち 、 p） よ り も 一 定 値 分 小 さ く す る 必 要 が あ る こ と か ら 、 高 精 細 （ 即 ち 、 高 解 像 度
化 ） に な る に つ れ て 、 発 光 点 ピ ッ チ の 減 少 以 上 に 相 対 的 に 発 光 点 サ イ ズ が 小 さ く な る 。 こ
の こ と は 、 照 射 効 率 の 低 下 を 生 じ さ せ る 。 即 ち 、 高 精 細 と 相 対 的 に 光 出 カ が 減 少 す る と い
う 問 題 が 生 じ る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 図 16に 、 複 数 の 発 光 素 子 ア レ イ チ ッ プ を 千 鳥 状 に 配 列 さ れ た タ イ プ の 発 光 素 子 ア レ イ の
構 成 例 （ 以 下 、 第 2の 構 成 例 と も 称 す る ） を 示 す 。 発 光 点 84は 主 走 査 方 向 に 等 間 隔 pで 並 び
、 直 線 (A‐ A’ )と 直 線 (B‐ B’ )と は 平 行 を 維 持 し て お り 、 直 線 (A 1 ‐ A 1 ’ )と 直 線 (A 2 ‐ A 2
’ )の 間 の 距 離 は 、 副 走 査 方 向 に 間 隔 q離 れ て い る 。 ま た 、 直 線 (A 1 ‐ A 1 ’ )と 直 線 (A 2 ‐ A 2
’ )は 、 各 発 光 素 子 ア レ イ チ ッ プ の 各 発 光 点 の 外 接 円 中 心 を つ な い で い る 。 セ ル フ ォ ッ ク
レ ン ズ ア レ イ の よ う な 、 図 24に 示 し た 正 立 等 倍 レ ン ズ ア レ イ 74を 用 い る 場 合 、 レ ン ズ ア レ
イ の 主 走 査 方 向 中 心 線 (L A ‐ L A ′ )付 近 で 直 線 (A 1 ‐ A 1 ’ )と 直 線 (A 2 ‐ A 2 ’ )を 配 置 す る こ と
が 好 ま し い 。 即 ち 、 解 像 度 、 光 量 ム ラ な ど の 点 で 、 レ ン ズ ア レ イ の 主 走 査 方 向 中 心 線 (L A
‐ L A ′ )か ら 離 れ る に つ れ て 、 性 能 低 下 し う る た め で あ る 。 こ の た め 、 千 鳥 配 置 と な る 2列
の 発 光 点 列 の 距 離 qは 、 例 え ば 、 100μ m以 内 が 望 ま し い 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 ま た 、 画 像 信 号 処 理 の 観 点 か ら は 2列 の 発 光 点 列 の 距 離 qは 、 副 走 査 方 向 の 解 像 度 の 整 数
倍 と す る こ と が 望 ま し い 。 こ の 条 件 で は 、 列 間 の 画 像 デ ー タ の ず れ を 整 数 ラ イ ン 分 と で き
る た め チ ッ プ 毎 の 点 灯 タ イ ミ ン グ が 一 致 さ せ る こ と が で き る （ 例 え ば 、 特 許 文 献 6） 。 更
に 、 列 間 の 距 離 qが 大 き く な る と 、 光 プ リ ン タ 等 に お い て 列 間 qの 画 像 デ ー タ の ズ レ を 補 正
す る た め に 必 要 な メ モ リ 量 が 多 く な る 。 そ れ に よ り メ モ リ 増 加 に 伴 う コ ス ト が 増 大 し う る
た め 、 列 間 の 距 離 qは で き る 限 り 小 さ い 方 が 好 ま し い 。 尚 、 第 2の 構 成 例 の 場 合 、 第 1の 構
成 例 と 異 な り 、 主 走 査 方 向 に 発 光 素 子 ア レ イ チ ッ プ を 突 き 合 わ せ で 配 置 す る わ け で は な い
。 即 ち 、 各 チ ッ プ を 交 互 に 直 線 (A 1 ‐ A 1 ’ )と 直 線 (A 2 ‐ A 2 ’ )と ず れ て 配 置 す る た め 、 主 走
査 方 向 の 切 断 精 度 は 、 第 1の 構 成 例 と 比 較 し て 高 精 度 を 要 求 さ れ な い 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 し か し な が ら 、 第 2の 構 成 例 の 発 光 素 子 ア レ イ を 光 書 き 込 み ヘ ッ ド に 用 い る 場 合 に は 、
上 述 の 理 由 か ら 2列 間 の 距 離 qを 短 く し た い と い う 要 請 が あ る た め 、 切 断 線 と 発 光 点 の 距 離
を で き る だ け 短 く す べ き と す る 課 題 が あ る 。 ま た 、 チ ッ ピ ン グ の 影 響 を な く す た め に 切 断
線 と 発 光 点 の 間 に は 数 μ m程 度 の 余 裕 を 設 け つ つ 、 第 2の 構 成 例 に 従 っ て 高 精 細 化 す べ き と
す る 課 題 が あ る 。
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【 ０ ０ ３ １ 】
　 ま た 、 第 2の 構 成 例 に お い て も 、 プ リ ン ト 配 線 基 板 上 に 千 鳥 配 列 状 に 発 光 素 子 ア レ イ チ
ッ プ を 並 べ る と き に 、 チ ッ プ 同 士 が 衝 突 し て 破 損 し な い よ う に 、 チ ッ プ 間 は 所 定 の 隙 問 を
空 け て 配 置 す る 必 要 が あ る 。 ま た 、 2本 の チ ッ プ 間 の 隙 問 が 狭 い と ダ イ ボ ン デ ィ ン グ 用 の
接 着 剤 が 毛 管 現 象 で 吸 い 上 げ ら れ 、 チ ッ プ 表 面 を 汚 し て し ま う 危 険 性 も あ る 。 従 っ て 、 各
チ ッ プ の 副 走 査 方 向 の 切 断 位 置 は 、 発 光 点 よ り も 一 定 距 離 以 上 離 れ た と こ ろ を 通 し 、 各 チ
ッ プ の 配 置 上 の 余 裕 （ 図 16に 示 す S 2 ） を 確 保 す べ き と す る 課 題 が あ る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 更 に 、 前 述 の 時 分 割 駆 動 時 の 間 題 点 と し て は 、 第 1の 構 成 例 、 第 2の 構 成 例 に 共 通 し て 、
発 光 素 子 ア レ イ と し て 、 自 己 走 査 型 発 光 素 子 ア レ イ （ 以 下 、 SLEDと も 称 す る ） な ど の 時 分
割 発 光 素 子 を 使 っ た 場 合 に 、 チ ッ プ 内 の 第 1発 光 点 と 最 終 発 光 点 の 点 灯 タ イ ミ ン グ に ず れ
が 生 じ る 。 図 17に 、 点 灯 タ イ ミ ン グ の 転 送 方 向 が 一 方 向 （ 図 示 す る 矢 印 の 点 灯 方 向 ） の 場
合 に お け る 、 紙 送 り 方 向 の 感 光 ド ラ ム 上 へ の 照 射 位 置 に つ い て の 関 係 を 表 す 。 ま た 、 図 18
に 、 点 灯 タ イ ミ ン グ の 転 送 方 向 が 奇 数 ・ 偶 数 チ ッ プ 毎 に つ い て 交 互 に 逆 の 場 合 （ 図 示 す る
矢 印 の 点 灯 方 向 ） に お け る 、 紙 送 り 方 向 の 感 光 ド ラ ム 上 へ の 照 射 位 置 に つ い て の 関 係 を 表
す 。 図 17で は 、 第 1の 構 成 例 と し て 、 各 発 光 素 子 ア レ イ チ ッ プ 80の 発 光 点 が 略 一 直 線 上 に
配 置 さ れ て お り 、 各 発 光 素 子 ア レ イ 端 部 の 発 光 点 I G 1 及 び I G 2 は 、 発 光 点 像 80dで 一 直 線 上
と は な ら ず に 、 ず れ て 照 射 さ れ る 様 子 が 示 さ れ て い る （ 図 示 I G 1 ’ 及 び I G 2 ’ ） 。 図 18で は
、 第 2の 構 成 例 と し て 、 各 発 光 素 子 ア レ イ チ ッ プ 81が 千 鳥 配 列 に 配 置 さ れ て お り 、 各 発 光
素 子 ア レ イ チ ッ プ 端 部 の 発 光 点 I H 1 及 び I H 2 は 、 発 光 点 像 81dで は 、 一 直 線 上 と は な ら ず に
、 ず れ て 照 射 さ れ る 様 子 が 示 さ れ て い る （ 図 示 I H 1 ’ 及 び I H 2 ’ ） 。 こ の よ う に 、 本 来 直 線
で な け れ ば な ら な い 感 光 ド ラ ム 上 で の 画 像 デ ー タ が 、 紙 送 り 方 向 に チ ッ プ 単 位 で 鋸 歯 状 (
図 17に 示 す )、 又 は 三 角 波 状 (図 18に 示 す )と な っ て し ま う と い う 問 題 点 が あ る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 こ の 問 題 に 関 し て 、 第 1の 構 成 例 に つ い て は 、 従 来 技 術 で は チ ッ プ を 主 走 査 方 向 に 対 し
て 傾 け た 構 成 と す る 手 法 で こ の 問 題 を 取 り 扱 っ て い る （ 特 許 文 献 6） 。 そ の 手 法 で は 、 高
解 像 度 化 す る 発 光 素 子 ア レ イ チ ッ プ に と っ て も 、 十 分 な 手 法 と は い え な い 。 更 に 、 そ の 手
法 で は 、 一 定 方 向 の 傾 き で 平 行 に 維 持 さ せ る 発 光 素 子 ア レ イ 構 成 と な っ て お り 、 千 鳥 配 列
（ 第 2の 構 成 例 ） に 対 し て は 取 り 扱 え な い も の と な っ て い る 。 従 っ て 、 従 来 技 術 で は 、 時
分 割 駆 動 方 式 、 或 い は 自 己 走 査 型 の 発 光 素 子 ア レ イ に お い て 、 副 走 査 方 向 へ の 発 光 点 像 の
す れ を 補 正 す る 手 法 に は 、 改 善 の 余 地 が あ る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 本 発 明 は 、 高 精 細 な 光 書 き 込 み ヘ ッ ド を 実 現 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 本 発 明 の 発 光 素 子 ア レ イ チ ッ プ は 、 所 定 の 装 置 に 備 え ら れ た 感 光 ド ラ ム に 発 光 点 像 を 結
像 さ せ る 光 学 系 を 有 す る 光 書 き 込 み ヘ ッ ド に 備 え ら れ 、 直 線 状 に 配 列 さ れ た 複 数 個 の 発 光
点 か ら な る 発 光 点 列 を 有 す る 複 数 の 発 光 素 子 ア レ イ チ ッ プ で あ っ て 、 各 発 光 点 上 に そ れ ぞ
れ 配 置 す る マ イ ク ロ レ ン ズ を 備 え 、 前 記 発 光 点 に 対 応 す る 前 記 発 光 点 像 が 、 ロ ッ ド レ ン ズ
を 備 え る 前 記 光 学 系 を 介 し て 結 像 さ れ 、 前 記 発 光 点 と 前 記 発 光 点 に 対 応 す る マ イ ク ロ レ ン
ズ と で 構 成 さ れ た 組 み 合 わ せ 毎 に 、 前 記 発 光 点 と 前 記 発 光 点 に 対 応 す る 前 記 マ イ ク ロ レ ン
ズ と の 配 置 関 係 を 有 し 、 各 組 み 合 わ せ 毎 の 前 記 配 置 関 係 が 、 前 記 発 光 点 に 対 応 す る 前 記 発
光 点 像 の 全 て に つ い て 略 等 間 隔 に な る よ う に 、 前 記 発 光 点 の 外 接 円 中 心 と 前 記 発 光 点 に 対
応 す る マ イ ク ロ レ ン ズ の レ ン ズ 重 心 に 基 づ い て 規 定 さ れ 、 少 な く と も 1つ の 前 記 組 み 合 わ
せ の 配 置 関 係 が 、 主 走 査 方 向 又 は 副 走 査 方 向 に 不 一 致 と な る よ う に 構 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 ま た 、 本 発 明 の 発 光 素 子 ア レ イ チ ッ プ は 、 前 記 配 置 関 係 に つ い て 不 一 致 と な る 前 記 組 み
合 わ せ が 、 前 記 発 光 素 子 ア レ イ チ ッ プ に 備 え ら れ た 全 て の 前 記 組 み 合 わ せ で あ り 、 主 走 査
方 向 に の み 不 一 致 に 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
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　 そ れ と は 別 に 、 本 発 明 の 発 光 素 子 ア レ イ チ ッ プ は 、 前 記 配 置 関 係 に つ い て 不 一 致 と な る
前 記 組 み 合 わ せ が 、 前 記 発 光 素 子 ア レ イ チ ッ プ に 備 え ら れ た 全 て の 前 記 組 み 合 わ せ で あ り
、 副 走 査 方 向 に の み 不 一 致 に 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 更 に 、 本 発 明 の 発 光 素 子 ア レ イ チ ッ プ は 、 前 記 発 光 素 子 ア レ イ チ ッ プ が 、 自 己 走 査 型 発
光 素 子 ア レ イ チ ッ プ で あ っ て 、 全 て の 前 記 マ イ ク ロ レ ン ズ の レ ン ズ 重 心 の 位 置 を つ な ぐ 線
と 、 全 て の 前 記 発 光 点 の 外 接 円 中 心 の 位 置 を つ な ぐ 線 が 、 平 行 で は な い 所 定 の 角 度 で 規 定
さ れ て い る 。 特 に 、 前 記 所 定 の 角 度 が 、 時 分 割 駆 動 方 式 の 前 記 発 光 素 子 ア レ イ チ ッ プ を 用
い た 光 プ リ ン タ 、 フ ァ ク シ ミ リ 及 び 複 写 機 の い ず れ か 1つ の 解 像 度 を 基 準 と し て 定 め ら れ
て い る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 高 精 細 な 発 光 素 子 ア レ イ に お い て 、 光 出 力 の 減 少 を 抑 制 し つ つ 、 各 チ ッ プ 間 に つ い て 製
造 上 の 要 求 を 満 た し な が ら 、 所 定 の 隙 間 を 設 け て 発 光 素 子 ア レ イ チ ッ プ を 配 置 す る こ と が
で き る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 ま た 、 2本 の 発 光 点 列 間 の 距 離 を 短 く し て 、 チ ッ プ の 主 走 査 方 向 又 は 副 走 査 方 向 の 切 断
線 と 発 光 点 の 距 離 を で き る だ け 長 く し 、 チ ッ ピ ン グ の 影 響 を な く す た め に チ ッ プ の 主 走 査
方 向 又 は 副 走 査 方 向 の 切 断 線 と 発 光 点 の 間 に 数 μ m程 度 の 余 裕 を 設 け る こ と が で き る 。 更
に 、 各 チ ッ プ 同 士 が ぶ つ か っ て 破 損 し な い よ う に 、 各 チ ッ プ 間 は 所 定 の 隙 問 を 空 け て 配 置
で き る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 即 ち 、 本 発 明 の 一 実 施 例 に よ れ ば 、 発 光 素 子 ア レ イ チ ッ プ 上 に 設 け た レ ン ズ ア レ イ の 重
心 位 置 を 調 整 す る こ と で 、 感 光 ド ラ ム 上 の 発 光 点 像 の 位 置 を 所 定 の 位 置 に 調 整 で き る 。 そ
れ に よ り 、 チ ッ プ 上 の 発 光 点 位 置 を ず ら し て も 、 感 光 ド ラ ム 上 で ほ ぼ 等 し い 位 置 に 発 光 点
像 を 並 べ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 そ れ と は 別 に 、 発 光 点 の 位 置 を ず ら す こ と な く 、 レ ン ズ ア レ イ の 重 心 位 置 を す ら す こ と
に よ り 発 光 点 像 の 位 置 を ず ら す こ と も で き る 。 そ の た め 、 時 分 割 発 光 素 子 を 使 っ た 場 合 で
あ っ て も 、 チ ッ プ 内 の 第 1発 光 点 と 最 終 発 光 点 の 点 灯 タ イ ミ ン グ に ず れ を 改 善 す る よ う に
発 光 素 子 ア レ イ チ ッ プ を 構 成 で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 本 発 明 は 、 発 光 点 の 位 置 と マ イ ク ロ レ ン ズ の 位 置 関 係 を 規 定 す る も の で あ り 、 ま ず 、 所
定 の 事 項 に つ い て 、 以 下 に 説 明 す る よ う に 定 義 す る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 図 8(a)は 、 各 発 光 点 の 形 状 に 外 接 す る 円 の 中 心 位 置 （ 以 下 、 外 接 円 中 心 位 置 と 称 す る ）
に つ い て 説 明 す る 模 式 図 で あ る 。 一 般 に 、 発 光 点 は 正 方 形 又 は 長 方 形 と 、 そ れ ら の 一 部 分
に つ い て 電 極 に よ っ て 切 り 欠 か れ た よ う な 形 状 を し て い る こ と が 多 い 。 外 接 円 中 心 と は 、
図 ８ (a)に お い て 、 破 線 で 示 す 円 の 中 心 位 置 (十 字 中 央 の 黒 ド ッ ト )を い う （ 図 示 Op） 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 図 8(b)は 、 各 発 光 点 上 の マ イ ク ロ レ ン ズ の 重 心 位 置 （ 以 下 、 レ ン ズ 重 心 位 置 と も 称 す る
） に つ い て 説 明 す る 模 式 図 で あ る 。 例 え ば 、 単 純 な 円 形 状 の 球 面 レ ン ズ 又 は 非 球 面 レ ン ズ
で あ れ ば 、 レ ン ズ 重 心 位 置 は 、 そ の 円 の 中 心 位 置 （ 図 示 Omp） を い う 。 レ ン ズ が 均 質 媒 質
で あ る と し た と き 、 「 重 心 位 置 」 は 、 そ の 形 状 、 各 部 分 の 厚 み な ど か ら 決 ま る 重 心 の 位 置
と な る （ 図 示 Omp） 。 例 え ば 、 図 13に 示 し た 複 合 レ ン ズ で あ っ て も 、 同 様 に 、 そ の 形 状 、
各 部 分 の 厚 み な ど か ら 定 ま る 重 心 の 位 置 を い う （ 図 13に 示 す よ う に 、 便 宜 上 、 Ospと 区 別
す る ） 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 以 下 に 説 明 す る 実 施 例 に お い て 、 略 一 直 線 上 の 配 置 の 発 光 素 子 ア レ イ チ ッ プ 80を 同 様 の
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要 素 と し て 、 各 実 施 例 に 応 じ た 添 字  (80m、 80 m 1 、 80 m 2 )で 表 し て い る 。 同 様 に 、 千 鳥 配
列 の 発 光 素 子 ア レ イ チ ッ プ 81を 同 様 の 要 素 と し て 、 各 実 施 例 に 応 じ た 添 字  (81m、 81 m 1 、
80 S 1 )で 表 し て い る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 以 下 、 添 付 図 面 を 参 照 し て 、 本 発 明 の 実 施 例 を 説 明 す る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 ま ず 、 本 発 明 に よ る 光 書 き 込 み ヘ ッ ド を 構 成 す る 光 学 系 に つ い て 概 略 を 説 明 す る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 図 9(a)に 、 従 来 技 術 に 基 づ い た 光 書 き 込 み ヘ ッ ド に 係 る 光 学 系 の 模 式 図 を 示 し 、 図 9(b)
に 、 本 発 明 に 基 づ い た 光 書 き 込 み ヘ ッ ド に 係 る 光 学 系 の 模 式 図 例 を 示 す 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 具 体 的 に は 、 図 9(a)は 、 発 光 素 子 ア レ イ チ ッ プ （ 例 え ば 、 LEDア レ イ ） の 発 光 点 の 像 を
、 ロ ッ ド レ ン ズ ア レ イ （ 例 え ば 、 セ ル フ ォ ッ ク レ ン ズ ア レ イ ） を 介 し て 感 光 ド ラ ム 上 に 結
像 さ せ た 光 学 系 の 模 式 図 で あ る 。 そ の よ う な 光 学 系 は 、 い わ ゆ る LEDを 備 え た 光 プ リ ン タ
の 光 学 系 と し て 用 い ら れ る 。 図 21で 説 明 し た よ う に 、 図 9(a)の LEDア レ イ と マ イ ク ロ レ ン
ズ ア レ イ は 、 側 面 方 向 か ら 見 れ ば 、 LED基 板 と 一 体 に 形 成 さ れ て い る 。 尚 、 図 21で は 、 球
面 レ ン ズ を 代 表 的 に 図 示 し て い る が 、 非 球 面 レ ン ズ ア レ イ 又 は 複 合 レ ン ズ ア レ イ で あ っ て
も よ い 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 図 9(a)で は 、 1個 の LED発 光 点 （ In） と 感 光 ド ラ ム 102の 結 像 （ 発 光 点 像 In’ ） の 関 係 の
み を 示 し て お り 、 且 つ 、 マ イ ク ロ レ ン ズ （ 同 図 に お い て 、 球 面 レ ン ズ 30mで 説 明 す る ） は
、 模 式 的 に 薄 肉 レ ン ズ で 描 か れ て い る 。 図 9(a)の 光 学 系 は 、 発 光 点 In直 後 に 設 け ら れ た マ
イ ク ロ レ ン ズ 30mで 形 成 さ れ た 発 光 点 の 虚 像 In’ ’ (マ イ ク ロ レ ン ズ で 拡 大 さ れ て い る )を
、 ロ ッ ド レ ン ズ ア レ イ 74で 感 光 ド ラ ム 上 に 正 立 等 倍 像 し て い る 光 学 系 で あ る 。 従 っ て 、 図
9(a)に 示 さ れ て い る よ う に 、 発 光 点 の 虚 像 は 、 発 光 点 と マ イ ク ロ レ ン ズ を 結 ぶ 光 軸 上 に 形
成 さ れ 、 従 っ て 、 感 光 ド ラ ム 上 の 発 光 点 像 も 同 じ 位 置 に 形 成 さ れ る 。 図 9(b)は 、 結 像 面 (
感 光 ド ラ ム 面 )上 に 形 成 さ れ た 発 光 点 像 を 模 式 的 に 示 し た も の で あ る 。 上 記 の 通 り 、 結 像
面 上 の 発 光 点 像 は 、 元 の 発 光 点 と 同 じ (共 役 な )位 置 に 形 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 具 体 的 に は 、 図 9(b)は 、 発 光 素 子 ア レ イ チ ッ プ （ 同 図 に お い て 、 LEDア レ イ ） の 発 光 点
の 像 を 、 ロ ッ ド レ ン ズ ア レ イ 74を 介 し て 感 光 ド ラ ム 上 に 結 像 す る 光 学 系 の 別 の 模 式 図 で あ
る 。 図 9(a)と 対 比 可 能 な よ う に 、 マ イ ク ロ レ ン ズ 等 の 構 成 要 素 を 同 様 の も の と し て 説 明 す
る 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 図 9(b)で は 、 1個 の LED発 光 点 （ In） と 感 光 ド ラ ム 102の 結 像 （ 発 光 点 像 In’ ） の 関 係 の
み を 示 し て お り 、 且 つ 、 マ イ ク ロ レ ン ズ 30mは 、 模 式 的 に 薄 肉 レ ン ズ で 描 か れ て い る 。 図 9
(b)の 光 学 系 は 、 発 光 点 In直 後 に 設 け ら れ た マ イ ク ロ レ ン ズ 30mで 形 成 さ れ た 発 光 点 の 虚 像
In’ ’ (マ イ ク ロ レ ン ズ で 拡 大 さ れ て い る )を 、 セ ル フ ォ ッ ク レ ン ズ ア レ イ で 感 光 ド ラ ム 上
に 正 立 等 倍 像 し て い る 光 学 系 で あ る 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
　 図 9(b)に 示 す 光 学 系 は 、 図 9(a)に 示 す 光 学 系 と 異 な り 、 発 光 点 は マ イ ク ロ レ ン ズ 光 軸 か
ら ず れ た 位 置 に あ る た め 、 図 9(b)に 示 さ れ て い る よ う に 、 発 光 点 の 虚 像 は 、 マ イ ク ロ レ ン
ズ の 光 軸 か ら ず れ た 位 置 に 形 成 さ れ て い る 。 従 っ て 、 感 光 ド ラ ム 102上 の 感 光 発 光 点 像 も
こ れ と 共 役 な 、 ず れ た 位 置 に 形 成 さ れ る 。 ま た 、 虚 像 は 拡 大 さ れ て い る た め 、 虚 像 位 置 の
マ イ ク ロ レ ン ズ 光 軸 か ら の ず れ 量 は 、 発 光 点 の ず れ 量 よ り も 、 こ の 拡 大 倍 率 分 だ け 拡 大 さ
れ る こ と に な る 。 従 っ て 、 発 光 点 像 は 、 発 光 点 像 の 位 置 の ず れ 量 と 同 様 に 拡 大 さ れ る 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
　 例 え ば 、 無 限 遠 又 は 有 限 遠 の 共 役 光 学 系 に 主 走 査 ・ 副 走 査 に 移 動 可 能 な 対 物 レ ン ズ を 設
け 、 対 象 物 に お け る ス ポ ッ ト 光 を 調 整 す る 手 段 は 一 般 的 に 知 ら れ て い る 。 し か し 、 集 光 機
能 と し て の マ イ ク ロ レ ン ズ に 、 そ の よ う な 光 軸 調 整 機 能 を 持 た せ 、 且 つ 応 用 し た 先 行 技 術
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は な く 、 本 発 明 は 、 こ の 効 果 を 利 用 し て 、 従 来 技 術 の 問 題 点 を 解 決 し よ う と す る も の で あ
る 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
　 即 ち 、 図 9(a)に 示 す 光 学 系 は 、 従 来 技 術 に 基 づ い た も の で あ る 。 前 述 し た よ う に 、 高 精
細 と 相 対 的 に 光 出 カ が 減 少 す る と い う 課 題 を 有 す る 構 成 で あ る 。 ま た 、 チ ッ ピ ン グ の 影 響
を な く す た め に 切 断 線 と 発 光 点 の 間 に は 数 μ m程 度 の 余 裕 を 設 け る こ と の 課 題 を 有 し 、 更
に 第 2の 構 成 例 に 従 っ て 高 精 細 化 す る 課 題 を 有 す る も の で あ る 。 ま た 、 プ リ ン ト 配 線 基 板
上 に 発 光 素 子 ア レ イ チ ッ プ を 並 べ る と き に 、 チ ッ プ 同 士 が ぶ つ か っ て 破 損 し な い よ う に 、
チ ッ プ 間 は 所 定 の 隙 問 を 空 け て 配 置 す べ き 課 題 を 有 す る も の で あ る 。 加 え て 、 チ ッ プ 表 面
を 汚 し て し ま う 危 険 性 を 避 け る た め 、 切 断 位 置 を 発 光 点 よ り も 一 定 距 離 以 上 離 れ た と こ ろ
を 通 さ ね ば な ら な い 課 題 を 有 す る も の で あ る 。 そ し て 、 時 分 割 駆 動 の 際 に 、 本 来 直 線 で な
け れ ば な ら な い 感 光 ド ラ ム 上 で の 画 像 デ ー タ が 、 紙 送 り 方 向 に チ ッ プ 単 位 で 鋸 歯 状 (図 17
に 示 す )、 又 は 三 角 波 状 (図 18に 示 す )と な っ て し ま う と い う 問 題 点 を 有 す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 図 9(b)に 示 す 光 学 系 を 具 体 化 さ せ て 、 上 述 の 問 題 を 全 て 解 決 で き る 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
　 即 ち 、 第 1の 構 成 例 に 従 っ て 、 マ イ ク ロ レ ン ズ の レ ン ズ 重 心 と 発 光 点 外 接 円 中 心 と の 位
置 関 係 を 主 走 査 方 向 に 意 図 的 に ず ら す こ と に よ り 、 発 光 点 サ イ ズ を 縮 小 さ せ る こ と な く 、
光 プ リ ン タ 等 の 設 計 要 求 に 合 致 し た 解 像 度 （ 即 ち 、 高 精 細 化 ） 且 つ 、 感 光 ド ラ ム 上 で 等 間
隔 の 発 光 点 像 と な る よ う に 構 成 さ せ る こ と が で き る 。 そ の た め 、 高 精 細 と 相 対 的 に 光 出 カ
が 減 少 す る と い う 課 題 を 解 決 で き る 。
【 ０ ０ ５ ９ 】
　 ま た 、 第 2の 構 成 例 に 従 っ て 高 精 細 化 す る た め に 、 マ イ ク ロ レ ン ズ の レ ン ズ 重 心 と 発 光
点 外 接 円 中 心 と の 位 置 関 係 を 副 走 査 方 向 に 意 図 的 に ず ら す こ と に よ り 、 チ ッ ピ ン グ の 影 響
を 受 け る こ と な く 、 切 断 線 と 発 光 点 の 間 に は 数 μ m程 度 の 余 裕 を 設 け る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ６ ０ 】
　 更 に 、 第 1及 び 第 2の 構 成 例 に お い て は 、 プ リ ン ト 配 線 基 板 上 に 発 光 素 子 ア レ イ チ ッ プ を
並 べ る と き に 、 チ ッ プ 同 士 が 衝 突 し て 破 損 し な い よ う に す る た め に 、 マ イ ク ロ レ ン ズ の レ
ン ズ 重 心 と 発 光 点 外 接 円 中 心 と の 位 置 関 係 を 主 走 査 方 向 又 は 副 走 査 方 向 に 意 図 的 に ず ら す
こ と に よ り 、 チ ッ プ 間 は 所 定 の 隙 問 を 確 保 し て 配 置 す る こ と が で き る 。 同 様 の 手 法 に よ り
、 第 2の 構 成 例 に お い て は 、 2本 の チ ッ プ 間 の 隙 問 が 狭 い と ダ イ ボ ン デ ィ ン グ 用 の 接 着 剤 が
毛 管 現 象 で 吸 い 上 げ ら れ 、 チ ッ プ 表 面 を 汚 し て し ま う 危 険 性 を 避 け る よ う に 、 切 断 位 置 を
発 光 点 よ り も 一 定 距 離 以 上 離 れ た と こ ろ を 通 す こ と が で き る 。
【 ０ ０ ６ １ 】
　 更 に 、 自 己 走 査 型 発 光 素 子 ア レ イ を 用 い た 場 合 に 、 時 分 割 駆 動 に お い て 、 光 プ リ ン タ 等
の 設 計 要 求 に 合 致 し た 解 像 度 で 、 光 プ リ ン タ の 紙 送 り 速 度 と 1チ ッ プ 分 の 転 送 に か か る 時
間 の 間 に 一 定 の 関 係 が あ る 感 光 ド ラ ム 上 の 発 光 点 像 を 得 る よ う に 、 マ イ ク ロ レ ン ズ の レ ン
ズ 重 心 と 発 光 点 外 接 円 中 心 と の 位 置 関 係 を 主 走 査 方 向 又 は 副 走 査 方 向 に 意 図 的 に ず ら す こ
と に よ り 、 紙 送 り 方 向 に チ ッ プ 単 位 で 鋸 歯 状 （ 図 17に 示 す ） 、 又 は 三 角 波 状 （ 図 18に 示 す
） と な っ て し ま う と い う 問 題 点 を 解 決 で き る 。
【 ０ ０ ６ ２ 】
　 尚 、 上 述 の 複 数 の 課 題 又 は 問 題 点 を 解 決 す る た め に 、 様 々 な マ イ ク ロ レ ン ズ の 配 置 又 は
発 光 点 の 配 置 の 組 み 合 わ せ に よ り 、 1つ 以 上 の 上 述 の 問 題 又 は 課 題 を 複 合 的 に 解 決 す る こ
と も で き る 。
【 ０ ０ ６ ３ 】
（ 実 施 例 １ ）
　 次 に 、 上 記 の 概 略 し た 発 明 の 内 容 に 基 づ い て 、 具 体 的 な 実 施 例 1に つ い て 説 明 す る 。 実
施 例 1は 、 図 9で 説 明 し た 手 法 を 用 い て 、 マ イ ク ロ レ ン ズ 30mと 発 光 点 Inと の 中 心 位 置 を 主
走 査 方 向 に 意 図 的 に ず ら す こ と に よ り 、 発 光 点 サ イ ズ を 縮 小 さ せ る こ と な く 、 光 プ リ ン タ
等 の 設 計 要 求 に 合 致 し た 解 像 度 （ 即 ち 、 高 精 細 化 ） 、 且 つ 、 等 間 隔 の 発 光 点 像 と な る よ う
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に 構 成 し た 、 よ り 具 体 的 な 実 施 例 で あ る 。
【 ０ ０ ６ ４ 】
　 図 1(a)は 、 第 1の 構 成 の 発 光 素 子 ア レ イ チ ッ プ に つ い て 、 本 発 明 に よ る 一 実 施 例 で あ る
構 成 例 を 示 す 図 で あ る 。 図 2は 、 図 1(a)の 左 側 チ ッ プ の 発 光 点 （ 特 に 、 右 端 の 発 光 点 I B 1 ）
の 断 面 構 造 を 示 す 。 図 1(a)の LEDア レ イ と マ イ ク ロ レ ン ズ ア レ イ は 、 側 面 方 向 か ら 見 る と
、 図 2に 示 す よ う に 、 LED基 板 と 一 体 に 形 成 さ れ て い る 。 発 光 素 子 ア レ イ チ ッ プ 80m 1 の 各 発
光 点 84の 形 状 は 、 略 正 方 形 の 一 部 (電 極 部 分 )に 切 り 欠 け が 入 っ た 形 状 を し て い る 。 そ し て
、 チ ッ プ 両 端 の 発 光 点 の み 、 他 の 発 光 点 問 の ピ ッ チ pと 異 な る ピ ッ チ で 主 走 査 方 向 チ ッ プ
内 側 に 配 置 さ れ 、 発 光 点 （ I B 1 又 は I B 2 ） の 直 上 の 球 面 マ イ ク ロ レ ン ズ 30mの 重 心 Ompが 、 該
発 光 点 形 状 に 外 接 す る 円 の 中 心 位 置 Opよ り も 主 走 査 方 向 外 側 に ず ら し て あ る （ 図 示 δ ） 。
尚 、 発 光 点 84の 主 走 査 方 向 幅 （ 図 示 a） は 、 各 発 光 点 の 間 隔 pよ り も 短 く 、 各 発 光 点 の 間 隔
pに よ っ て 各 発 光 点 像 が 結 像 さ れ て い る こ と が 分 か る 。
【 ０ ０ ６ ５ 】
　 図 2に お い て 、 各 レ ン ズ 中 心 間 は 、 発 光 素 子 ア レ イ チ ッ プ 端 部 を 除 き 、 42.3um間 隔 で あ
り 、 各 発 光 点 中 心 間 は 、 発 光 素 子 ア レ イ チ ッ プ 端 部 を 除 き 、 42.3um間 隔 で あ る 。 発 光 素 子
ア レ イ チ ッ プ 端 部 は 、 マ イ ク ロ レ ン ズ 重 心 線 Bm及 び 発 光 点 中 心 線 Amと も に 主 走 査 方 向 チ ッ
プ 内 側 に 配 置 さ れ 、 最 も 右 側 の 発 光 点 I B 1 の 発 光 点 中 心 線 Amと レ ン ズ 重 心 線 Bmは 、 4umず れ
て い る 。 尚 、 発 光 点 84の 主 走 査 幅 は 全 て 13umと な っ て い る 。
【 ０ ０ ６ ６ 】
　 更 に 、 図 １ (b)は 、 感 光 ド ラ ム 停 止 時 の 結 像 面 (感 光 ド ラ ム 面 )上 に 形 成 さ れ た 発 光 点 像
を 模 式 的 に 示 し た 図 で あ る 。 δ だ け チ ッ プ 内 側 に ず れ て い た チ ッ プ 両 端 の 発 光 点 I B 1 及 び I

B 2 は 、 図 １ (b)に 示 す よ う に 、 感 光 ド ラ ム 上 80m 1 dで は 、 他 の 発 光 点 と 等 間 隔 pの 位 置 に 形
成 さ せ る こ と が で き る （ 図 示 I B 1 ’ 及 び I B 2 ’ ） 。
【 ０ ０ ６ ７ 】
　 図 2に 示 す 構 成 に お い て 、 本 発 明 の 一 実 施 例 で あ る 、 よ り 具 体 的 な 数 値 を 示 す 。 発 光 点
幅 を 13μ mと し て 、 マ イ ク ロ レ ン ズ を 屈 折 率 n=1.52の 紫 外 線 硬 化 性 エ ポ キ シ 樹 脂 材 料 で 、
直 径 30μ m、 曲 率 半 径 r=16μ m、 発 光 点 面 一 レ ン ズ 頂 点 間 距 離 20μ mと し て 、 成 型 に よ っ て
作 製 し た 。 た だ し 、 チ ッ プ 両 端 の 発 光 点 は 、 両 端 部 以 外 の 発 光 点 ピ ッ チ p(42.3μ m=600dpi
(1イ ン チ あ た り 600点 )に 相 当 )よ り も 11μ mチ ッ プ 内 側 に 寄 せ 、 該 両 端 発 光 点 外 接 円 中 心 よ
り も 球 面 レ ン ズ 重 心 を 4μ mチ ッ プ 外 側 に ず ら し た 。
【 ０ ０ ６ ８ 】
　 こ こ で 、 こ の レ ン ズ の 倍 率 は 2.75倍 と な る 。 こ の た め 、 発 光 点 外 接 円 中 心 と レ ン ズ 重 心
の ず れ 量 の 2.75倍 だ け 、 感 光 ド ラ ム 上 の 発 光 点 像 を シ フ ト す る こ と が で き る こ と に な る 。
こ の 発 光 素 子 ア レ イ 基 板 と ロ ッ ド レ ン ズ ア レ イ 74を 組 み 合 わ せ て 、 感 光 ド ラ ム 上 に 描 画 し
た と こ ろ 、 感 光 ド ラ ム 上 に は 42.3μ mの 等 間 隔 で 発 光 点 像 を 並 べ る こ と が で き た 。 本 実 施
例 に よ り 、 チ ッ プ 両 端 の 発 光 点 と 切 断 線 （ 主 走 査 方 向 ） の 距 離 を 図 2に 示 す よ う に 7um余 分
に 確 保 す る こ と が で き た 。 こ の た め 、 チ ッ ピ ン グ の 影 響 を 受 け に く く 、 生 産 性 が 向 上 し た
。 本 実 施 例 で は 、 チ ッ プ 両 端 の 各 1発 光 点 の み 位 置 を ず ら し て い る が 、 複 数 の 発 光 点 位 置
を ず ら す こ と も で き る 。
【 ０ ０ ６ ９ 】
　 即 ち 、 マ イ ク ロ レ ン ズ と 発 光 点 と の 中 心 位 置 を 主 走 査 方 向 に 意 図 的 に ず ら す こ と に よ り
、 発 光 点 サ イ ズ を 縮 小 さ せ る こ と な く 、 光 プ リ ン タ 等 の 設 計 要 求 に 合 致 し た 解 像 度 （ 即 ち
、 高 精 細 化 ） 且 つ 、 等 間 隔 の 発 光 点 像 と な る よ う に 構 成 す る た め 、 高 精 細 と 相 対 的 に 光 出
カ が 減 少 す る と い う 課 題 を 解 決 で き る 。
【 ０ ０ ７ ０ 】
　 更 に 、 プ リ ン ト 配 線 基 板 上 に 発 光 素 子 ア レ イ チ ッ プ を 並 べ る と き に 、 チ ッ プ 同 士 が ぶ つ
か っ て 破 損 し な い よ う に 、 チ ッ プ 間 は 所 定 の 隙 問 を 確 保 し て 配 置 す る こ と が で き る 。 同 様
の 手 法 に よ り 、 2本 の チ ッ プ 間 の 隙 問 が 狭 い と ダ イ ボ ン デ ィ ン グ 用 の 接 着 剤 が 毛 管 現 象 で
吸 い 上 げ ら れ 、 チ ッ プ 表 面 を 汚 し て し ま う 危 険 性 を 避 け る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ７ １ 】
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（ 実 施 例 2）
　 次 に 、 上 記 の 概 略 し た 発 明 の 内 容 に 基 づ い て 、 具 体 的 な 実 施 例 2に つ い て 説 明 す る 。 図 3
は 、 第 2の 構 成 例 で あ る 千 鳥 配 列 チ ッ プ に つ い て 説 明 す る 図 で あ り 、 実 施 例 1と 同 様 の 手 法
に よ っ て 、 発 光 点 と 切 断 線 （ 副 走 査 方 向 ） の 距 離 を 確 保 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ７ ２ 】
　 図 3(a)は 、 第 2の 構 成 の 発 光 素 子 ア レ イ チ ッ プ に つ い て 、 本 発 明 に よ る 一 実 施 例 で あ る
構 成 例 を 示 す 図 で あ る 。 発 光 素 子 ア レ イ チ ッ プ 81m 1 の 各 発 光 点 84の 形 状 は 、 略 正 方 形 の 一
部 (電 極 部 分 )に 切 り 欠 け が 入 っ た 形 状 を し て い る 。 そ し て 、 千 鳥 配 列 チ ッ プ の 一 方 の チ ッ
プ に お い て 、 チ ッ プ 両 端 の 発 光 点 の み 、 他 の 発 光 点 間 の ピ ッ チ pを 維 持 し た 状 態 で 、 副 走
査 方 向 に 各 発 光 点 84を 、 各 発 光 点 の マ イ ク ロ レ ン ズ の レ ン ズ 重 心 Ompを つ な ぐ 線 F 1 － F 1 ’
に 対 し 、 線 G 1 － G 1 ’ ま で Δ q分 シ フ ト （ 副 走 査 方 向 に シ フ ト ） さ せ て 配 置 さ せ て い る 。 同
様 に 、 千 鳥 配 列 チ ッ プ の 他 方 の チ ッ プ に お い て 、 チ ッ プ 両 端 の 発 光 点 の み 、 各 発 光 点 の マ
イ ク ロ レ ン ズ の レ ン ズ 重 心 Ompを つ な ぐ 線 F 2 － F 2 ’ に 対 し 、 線 G 2 － G 2 ’ ま で Δ q分 シ フ ト （
副 走 査 方 向 に シ フ ト ） さ せ て 配 置 さ せ て い る 。 従 っ て 、 図 3(a)に 示 す よ う に 、 千 鳥 配 列 の
発 光 素 子 ア レ イ 上 で は 、 各 発 光 素 子 ア レ イ チ ッ プ の 千 鳥 配 列 間 距 離 を 、 Pか ら 、 P＋ 2Δ qま
で 増 大 さ せ て い る 。
【 ０ ０ ７ ３ 】
　 更 に 、 図 3(b)は 、 図 3(a)の 構 成 に お い て 、 感 光 ド ラ ム 停 止 時 の 結 像 面 (感 光 ド ラ ム 面 )上
に 形 成 さ れ た 発 光 点 像 を 模 式 的 に 示 し た 図 で あ る 。 上 述 の よ う に 構 成 さ れ た 発 光 素 子 ア レ
イ で は 、 感 光 ド ラ ム に 結 像 さ れ る 発 光 点 像 81m 1 dは 、 発 光 素 子 ア レ イ 上 で 発 光 点 及 び マ イ
ク ロ レ ン ズ ア レ イ の 配 置 を 調 整 す る こ と に よ り 、 発 光 点 （ I D 1 又 は I D 2 ） に 対 応 す る 発 光 点
像 （ I D 1 ’ 又 は I D 2 ’ ） は 、 線 H－ H’ と 線 I－ I’ と の 間 の 距 離 qを 維 持 し た 状 態 で 、 照 射 さ
れ る 。
【 ０ ０ ７ ４ 】
　 こ れ に よ り 、 発 光 点 と 切 断 線 （ 副 走 査 方 向 ） の 距 離 を 確 保 す る こ と が で き 、 第 2の 構 成
例 に 従 っ て 、 マ イ ク ロ レ ン ズ と 発 光 点 と の 中 心 位 置 を 副 走 査 方 向 に 意 図 的 に ず ら す こ と に
よ り 、 チ ッ ピ ン グ の 影 響 を 受 け る こ と な く 、 副 走 査 方 向 の 切 断 線 と 発 光 点 の 間 に は 数 μ m
程 度 の 余 裕 を 設 け る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ７ ５ 】
　 更 に 、 プ リ ン ト 配 線 基 板 上 に 発 光 素 子 ア レ イ チ ッ プ を 並 べ る と き に 、 チ ッ プ 同 士 が ぶ つ
か っ て 破 損 し な い よ う に 、 チ ッ プ 間 は 所 定 の 隙 問 を 確 保 し て 配 置 す る こ と が で き る 。 同 様
の 手 法 に よ り 、 2本 の チ ッ プ 間 の 隙 問 が 狭 い と ダ イ ボ ン デ ィ ン グ 用 の 接 着 剤 が 毛 管 現 象 で
吸 い 上 げ ら れ 、 チ ッ プ 表 面 を 汚 し て し ま う 危 険 性 を 避 け る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ７ ６ 】
　 実 施 例 1及 び 2で は 、 単 純 な 球 面 レ ン ズ を 用 い て 説 明 し た が 、 図 13の よ う な 複 合 レ ン ズ を
用 い て も 良 い 。
【 ０ ０ ７ ７ 】
（ 実 施 例 3）
　 例 え ば 、 実 施 例 2の 変 形 例 と し て 、 実 施 例 3を 説 明 す る 。 実 施 例 3で は 、 球 面 レ ン ズ （ 図 1
1に 示 す ） の 代 わ り に 、 複 合 レ ン ズ （ 図 13に 示 す ） を 用 い た 場 合 を 説 明 す る 。
【 ０ ０ ７ ８ 】
　 図 4(a)は 、 複 合 レ ン ズ 30を 用 い た 、 第 2の 構 成 例 で あ る 千 鳥 配 列 チ ッ プ に つ い て 説 明 す
る 図 で あ り 、 図 4(b)は 、 図 4(a)の 構 成 に お い て 、 感 光 ド ラ ム 停 止 時 の 結 像 面 (感 光 ド ラ ム
面 )上 に 形 成 さ れ た 発 光 点 像 を 模 式 的 に 示 し た 図 で あ る 。 図 5は 、 本 実 施 例 に よ る 発 光 点 と
複 合 レ ン ズ の 配 置 関 係 に つ い て 説 明 す る 図 で あ る 。 実 施 例 3に よ れ ば 、 複 合 レ ン ズ を 用 い
た 場 合 に お い て も 、 実 施 例 2と 同 様 に 、 発 光 点 と 切 断 線 （ 副 走 査 方 向 ） の 距 離 を 確 保 す る
こ と が で き る 。
【 ０ ０ ７ ９ 】
　 図 4(a)及 び 図 5に お い て 、 発 光 素 子 ア レ イ チ ッ プ 81s 1 の 各 発 光 点 84の 形 状 は 、 略 正 方 形
の 一 部 (電 極 部 分 )に 切 り 欠 け が 入 っ た 形 状 を し て い る 。 そ し て 、 千 鳥 配 列 の 一 方 の チ ッ プ
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上 全 て の 発 光 点 （ 例 え ば 、 発 光 点 I F 1 ） は 、 主 走 査 方 向 に は 、 他 の 発 光 点 間 の ピ ッ チ pを 維
持 し た 状 態 で 配 置 さ れ て い る が 、 副 走 査 方 向 に は 、 各 発 光 点 の マ イ ク ロ レ ン ズ の レ ン ズ 重
心 Ospを つ な ぐ 線 O－ O’ に 対 し 、 線 N－ N’ ま で Δ q分 シ フ ト （ 副 走 査 方 向 に シ フ ト ） さ せ て
配 置 さ せ て い る 。 千 鳥 配 列 の 他 方 の チ ッ プ 上 全 て の 発 光 点 I F 2 は 、 主 走 査 方 向 に は 、 他 の
発 光 点 間 の ピ ッ チ pを 維 持 し た 状 態 で 配 置 さ れ て い る が 、 副 走 査 方 向 に は 、 各 発 光 点 の マ
イ ク ロ レ ン ズ の レ ン ズ 重 心 Ospを つ な ぐ 線 Q－ Q’ に 対 し 、 線 P－ P’ ま で Δ q分 シ フ ト （ 副 走
査 方 向 に シ フ ト ） さ せ て 配 置 さ せ て い る 。 こ れ に よ り 、 発 光 点 （ I F 1 又 は I F 2 ） の 直 上 の 複
合 レ ン ズ 30の 重 心 Ospと 、 発 光 点 外 接 円 の 中 心 Opと は 副 走 査 方 向 に Δ ｑ ず れ て い る 。 従 っ
て 、 図 4(a)に 示 す よ う に 、 千 鳥 配 列 の 発 光 素 子 ア レ イ 上 で は 、 各 発 光 点 の 千 鳥 配 列 間 距 離
を 、 Pか ら 、 P＋ 2Δ qま で 増 大 さ せ て い る 。
【 ０ ０ ８ ０ 】
　 上 述 の よ う に 構 成 さ れ た 発 光 素 子 ア レ イ で は 、 感 光 ド ラ ム に 結 像 さ れ る 発 光 点 像 81s 1 d
（ 図 ４ (b)に 示 す ） は 、 発 光 素 子 ア レ イ 上 で 発 光 点 及 び マ イ ク ロ レ ン ズ ア レ イ の 配 置 を 調
整 す る こ と に よ り 、 発 光 点 （ I F 1 又 は I F 2 ） に 対 応 す る 発 光 点 像 （ I F 1 ’ 又 は I F 2 ’ ） は 、 線
R－ R’ と 線 S－ S’ と の 間 の 距 離 qを 維 持 し た 状 態 で 、 照 射 さ れ る 。
【 ０ ０ ８ １ 】
　 こ れ に よ り 、 発 光 点 と 切 断 線 （ 副 走 査 方 向 ） の 距 離 を 確 保 す る こ と が で き 、 第 2の 構 成
例 に 従 っ て 高 精 細 化 す る た め に 、 複 合 レ ン ズ 30と 発 光 点 84と の 中 心 位 置 を 副 走 査 方 向 に 意
図 的 に ず ら す こ と に よ り 、 チ ッ ピ ン グ の 影 響 を 受 け る こ と な く 、 切 断 線 （ 副 走 査 方 向 ） と
発 光 点 の 間 に は 数 μ m程 度 の 余 裕 を 設 け る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ８ ２ 】
（ 実 施 例 4）
　 次 に 、 本 発 明 に よ る 更 な る 応 用 例 の 実 施 例 4に つ い て 説 明 す る 。 図 17に 説 明 し た よ う に
、 第 1の 構 成 例 と し て の 従 来 技 術 で は 、 各 発 光 素 子 ア レ イ チ ッ プ 80の 発 光 点 が 、 各 チ ッ プ
全 体 で 略 一 直 線 上 に 配 置 さ れ て お り 、 各 発 光 素 子 ア レ イ チ ッ プ 端 部 の 発 光 点 I G 1 及 び I G 2 は
、 発 光 点 像 80dで は 、 一 直 線 上 と は な ら ず に 、 ず れ て 照 射 さ れ る 。 そ の た め 、 紙 送 り 方 向
に チ ッ プ 単 位 で 鋸 歯 状 と な っ て し ま う と い う 問 題 点 が あ っ た 。 実 施 例 4で は 、 そ の よ う な
感 光 ド ラ ム の 回 転 の 影 響 を う ち 消 す た め に 、 発 光 素 子 ア レ イ チ ッ プ 上 の 発 光 点 と 球 面 レ ン
ズ の 配 置 を 調 整 し た 発 光 素 子 ア レ イ チ ッ プ を 説 明 す る 。
【 ０ ０ ８ ３ 】
　 図 6は 、 発 光 方 向 が 一 方 向 の 場 合 の 第 1の 構 成 例 に つ い て 、 本 発 明 を 適 用 し た 自 己 走 査 型
発 光 素 子 ア レ イ の 構 成 例 を 示 す 図 で あ る 。 図 6(a)（ 発 光 素 子 ア レ イ チ ッ プ 表 面 図 ） は 、 発
光 素 子 ア レ イ チ ッ プ 80m 2 は 、 チ ッ プ 毎 に 各 発 光 点 外 接 円 中 心 を つ な ぐ 線 U 1 － U 1 ’ に 対 し て
、 各 レ ン ズ 重 心 を つ な ぐ 線 T 1 － T 1 ’ に よ り 、 角 度 θ 1 で 球 面 レ ン ズ ア レ イ を 構 成 さ せ て い
る 。 ま た 、 発 光 素 子 ア レ イ チ ッ プ 80m 2 は 、 主 走 査 方 向 に 、 各 発 光 点 84の 間 隔 を ｐ で 配 置 さ
せ て あ る 。 従 っ て 、 こ の よ う に 構 成 さ れ た 発 光 素 子 ア レ イ チ ッ プ 80m 2 で は 、 各 チ ッ プ 端 部
に あ る 発 光 点 I J 1 及 び I J 2 は 、 副 走 査 方 向 に 、 所 定 の 角 度 θ 1 に 対 応 す る 距 離 で ず れ て 構 成
さ れ て い る 。 こ こ に 、 T’ は 、 発 光 点 外 接 円 中 心 Opと 球 面 レ ン ズ 重 心 Ompか ら 定 ま る 発 光 中
心 点 で あ る 。
【 ０ ０ ８ ４ 】
　 図 6に は 、 感 光 ド ラ ム が 停 止 し て い る 場 合 の 感 光 ド ラ ム 上 の 発 光 点 像 図 6(b)（ 感 光 ド ラ
ム 停 止 時 の 図 ） と 、 感 光 ド ラ ム が 所 定 の 速 度 で 回 転 し て い る 場 合 の 図 6(c)（ 感 光 ド ラ ム が
回 転 し て い る 時 の 図 ） と を 示 し て い る 。 図 6(b)は 、 本 実 施 例 の 効 果 を よ り 分 か り や す く す
る た め の 説 明 図 で あ り 、 図 6(c)は 、 本 実 施 例 の 効 果 を 示 す 図 で あ る 。
【 ０ ０ ８ ５ 】
　 図 6(b)で は 、 各 チ ッ プ 毎 に 対 応 す る よ う に 発 光 点 像 が 感 光 ド ラ ム に 結 像 さ れ る た め 、 線
U 1 － U 1 ’ と 平 行 な 、 T 1 ’ に 対 応 す る 発 光 点 像 V 1 ’ を 通 る 線 W 1 － W 1 ’ に 対 し て 、 各 チ ッ プ 毎
に 各 発 光 中 心 点 に 対 応 す る 発 光 点 像 を つ な ぐ 線 V 1 － V 1 ’ に よ り 、 角 度 θ 1 ’ で 発 光 点 像 を
感 光 ド ラ ム 上 に 結 像 さ れ る 。 従 っ て 、 こ の よ う に 構 成 さ れ た 発 光 素 子 ア レ イ チ ッ プ 80m 2 に
よ る 感 光 ド ラ ム 上 の 発 光 点 像 80m 2 dに お い て 、 各 チ ッ プ 端 部 に あ る 発 光 点 I J 1 ’ 及 び I J 2 ’
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は 、 副 走 査 方 向 に 、 所 定 の 角 度 θ 1 ’ に 対 応 す る 距 離 で ず れ て 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ８ ６ 】
　 図 6(b)に 示 す よ う な 発 光 点 像 は 、 感 光 ド ラ ム の 回 転 が 停 止 し て い る 場 合 で あ る 。 図 6(c)
に 示 す よ う に 、 線 W 1 － W 1 ’ に 略 一 直 線 上 に 発 光 点 像 を 並 べ る た め に 、 発 光 点 と そ の 発 光 点
上 に 配 置 さ れ た マ イ ク ロ レ ン ズ と の 配 置 関 係 は 、 自 己 走 査 型 発 光 に よ る 点 灯 時 間 差 と 感 光
ド ラ ム の 回 転 に よ っ て 生 じ る 角 度 を 打 ち 消 す た め の 角 度 θ 1 ’ と し て 規 定 さ れ る も の で あ
る 。 従 っ て 、 図 6(c)に 示 す よ う に 、 光 プ リ ン タ 等 に 照 射 さ れ る 感 光 ド ラ ム 上 の 発 光 点 像 80
m 2 d’ は 、 各 チ ッ プ 端 部 に あ る 発 光 点 I J 1 ’  ’ 及 び I J 2 ’  ’ は 、 自 己 走 査 型 発 光 素 子 ア レ
イ を 用 い た 時 分 割 駆 動 に お い て も 、 略 一 直 線 上 に 照 射 さ れ る 。
【 ０ ０ ８ ７ 】
　 即 ち 、 実 施 例 4に 示 す よ う な 自 己 走 査 型 発 光 素 子 ア レ イ を 構 成 す る こ と に よ り 、 時 分 割
駆 動 し た 際 に 、 光 プ リ ン タ 等 の 設 計 要 求 に 合 致 し た 解 像 度 で 、 略 一 直 線 上 と な る 感 光 ド ラ
ム 上 の 発 光 点 像 を 得 る こ と が で き る 。 従 っ て 、 紙 送 り 方 向 に チ ッ プ 単 位 で 鋸 歯 状 と な っ て
し ま う と い う 問 題 点 を 解 決 で き る 。
【 ０ ０ ８ ８ 】
（ 実 施 例 5）
　 次 に 、 本 発 明 に よ る 更 な る 応 用 例 の 実 施 例 5に つ い て 説 明 す る 。 図 18に 説 明 し た よ う に
、 第 2の 構 成 例 と し て の 従 来 技 術 で は 、 発 光 素 子 ア レ イ は 、 各 発 光 素 子 ア レ イ チ ッ プ 81が
千 鳥 状 に 交 互 逆 向 き で 配 置 さ れ て お り 、 各 発 光 素 子 ア レ イ チ ッ プ 端 部 の 発 光 点 I H 1 及 び I H 2
は 、 発 光 点 像 81dで は 、 一 直 線 上 と は な ら ず に 、 発 光 点 像 I H 1 ’ 及 び I H 2 ’ は 、 ず れ て 照 射
さ れ る 。 そ の た め 、 紙 送 り 方 向 に チ ッ プ 単 位 で 三 角 波 状 と な っ て し ま う と い う 問 題 点 が あ
っ た 。 実 施 例 5で は 、 そ の よ う な 感 光 ド ラ ム の 回 転 の 影 響 を う ち 消 す た め に 、 発 光 素 子 ア
レ イ チ ッ プ 上 の 発 光 点 と 球 面 レ ン ズ の 配 置 を 調 整 し た 発 光 素 子 ア レ イ チ ッ プ を 説 明 す る 。
【 ０ ０ ８ ９ 】
　 図 7は 、 発 光 方 向 が 二 方 向 （ 図 18に 示 す ） の 場 合 の 第 2の 構 成 例 に つ い て 、 本 発 明 を 適 用
し た 自 己 走 査 型 発 光 素 子 ア レ イ の 構 成 例 を 示 す 図 で あ る 。 図 7(a)（ 発 光 素 子 ア レ イ チ ッ プ
表 面 図 ） は 、 発 光 素 子 ア レ イ チ ッ プ 81m 2 は 、 チ ッ プ 毎 に 各 発 光 点 外 接 円 中 心 を つ な ぐ 線 U 2
－ U 2 ’ に 対 し て 、 各 レ ン ズ 重 心 を つ な ぐ 線 T 2 － T 2 ’ に よ り 、 角 度 θ 2 で 球 面 レ ン ズ ア レ イ
を 構 成 さ せ て い る 。 ま た 、 発 光 素 子 ア レ イ チ ッ プ 81m 2 は 、 主 走 査 方 向 に 6個 の 発 光 点 及 び
マ イ ク ロ レ ン ズ の 組 み 合 わ せ と し て 便 宜 上 説 明 す る も の で あ り 、 各 発 光 点 84の 間 隔 を ｐ で
配 置 さ せ て あ る 。 従 っ て 、 こ の よ う に 構 成 さ れ た 発 光 素 子 ア レ イ チ ッ プ 81m 2 で は 、 各 チ ッ
プ 端 部 に あ る 発 光 点 I N 1 及 び I N 2 は 、 副 走 査 方 向 に 、 所 定 の 距 離 qで 構 成 さ れ て い る 。 こ こ
に 、 T 2 ’ は 、 発 光 点 外 接 円 中 心 Opと 球 面 レ ン ズ 重 心 Ompか ら 定 ま る 発 光 中 心 点 で あ る 。
【 ０ ０ ９ ０ 】
　 図 7に は 、 感 光 ド ラ ム が 停 止 し て い る 場 合 の 感 光 ド ラ ム 上 の 発 光 点 像 図 7(b)（ 感 光 ド ラ
ム 停 止 時 の 図 ） と 、 感 光 ド ラ ム が 所 定 の 速 度 で 回 転 し て い る 場 合 の 図 7(c)（ 感 光 ド ラ ム が
回 転 し て い る 時 の 図 ） と を 示 し て い る 。 図 7(b)は 、 本 実 施 例 の 効 果 を よ り 分 か り や す く す
る た め の 説 明 図 で あ り 、 図 7(c)は 、 本 実 施 例 の 効 果 を 示 す 図 で あ る 。
【 ０ ０ ９ １ 】
　 図 7(b)で は 、 千 鳥 配 置 の 一 方 の チ ッ プ に 対 応 す る よ う に 発 光 点 像 が 感 光 ド ラ ム に 結 像 さ
れ る た め 、 線 U 2 － U 2 ’ と 平 行 な 、 T2’ に 対 応 す る 発 光 点 像 V 2 ’ を 通 る 線 W 2 － W 2 ’ に 対 し て
、 各 チ ッ プ 毎 に 各 発 光 中 心 点 に 対 応 す る 発 光 点 像 を つ な ぐ 線 V 2 － V 2 ’ に よ り 、 角 度 θ 2 ’
で 発 光 点 像 を 感 光 ド ラ ム 上 に 結 像 さ れ る 。 千 鳥 配 置 の 他 方 の チ ッ プ に 対 応 す る よ う に 発 光
点 像 が 感 光 ド ラ ム に 結 像 さ れ る た め 、 線 W 2 － W 2 ’ と 平 行 に 、 発 光 点 像 Y 2 ’ を 通 る 線 X 2 － X 2
’ に 対 し て 、 各 チ ッ プ 毎 に 各 発 光 中 心 点 に 対 応 す る 発 光 点 像 を つ な ぐ 線 Y 2 － Y 2 ’ に よ り 、
角 度 θ 2 ’ で 発 光 点 像 を 感 光 ド ラ ム 上 に 結 像 さ れ る 。 従 っ て 、 こ の よ う に 構 成 さ れ た 発 光
素 子 ア レ イ チ ッ プ 81m 2 に よ る 感 光 ド ラ ム 上 の 発 光 点 像 81md 2 に お い て 、 各 チ ッ プ 端 部 に あ
る 発 光 点 I N 1 ’ 及 び I N 2 ’ は 、 副 走 査 方 向 に 、 所 定 の 角 度 θ 2 ’ に 対 応 す る 距 離 で ず れ て 構
成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ９ ２ 】
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　 図 7(b)に 示 す よ う な 発 光 点 像 は 、 感 光 ド ラ ム の 回 転 が 停 止 し て い る 場 合 で あ る 。 図 7(c)
に 示 す よ う に 、 線 W 2 － W 2 ’ 又 は 線 X－ X’ に 略 一 直 線 上 に 、 千 鳥 配 列 間 隔 qで 、 発 光 点 像 を
並 べ る た め に 、 発 光 点 と そ の 発 光 点 上 に 配 置 さ れ た マ イ ク ロ レ ン ズ と の 配 置 関 係 は 、 自 己
走 査 型 発 光 に よ る 点 灯 時 間 差 と 感 光 ド ラ ム の 回 転 に よ っ て 生 じ る 角 度 を 打 ち 消 す た め の 角
度 θ 1 ’ と し て 規 定 さ れ る も の で あ る 。 従 っ て 、 図 7(c)に 示 す よ う に 、 光 プ リ ン タ 等 に 照
射 さ れ る 感 光 ド ラ ム 上 の 発 光 点 像 81m 2 d’ は 、 各 チ ッ プ 端 部 に あ る 発 光 点 I N 1 ’  ’ 及 び I N 2
’  ’ は 、 自 己 走 査 型 発 光 素 子 ア レ イ を 用 い た 時 分 割 駆 動 に お い て も 、 略 一 直 線 上 に 照 射
さ れ る 。
【 ０ ０ ９ ３ 】
　 即 ち 、 実 施 例 4に 示 す よ う な 自 己 走 査 型 発 光 素 子 ア レ イ を 構 成 す る こ と に よ り 、 時 分 割
駆 動 し た 際 に 、 光 プ リ ン タ 等 の 設 計 要 求 に 合 致 し た 解 像 度 で 、 略 一 直 線 上 と な る 発 光 点 像
を 得 る こ と が で き る 。 従 っ て 、 紙 送 り 方 向 に チ ッ プ 単 位 で 鋸 歯 状 と な っ て し ま う と い う 問
題 点 を 解 決 で き る 。 実 施 例 5の 場 合 、 図 ７ (a)に 示 す 2列 あ る チ ッ プ 列 の う ち 、 上 列 用 と 下
列 用 と で は 、 同 一 構 成 の チ ッ プ を 逆 向 き に 配 列 す る こ と か ら 、 球 面 レ ン ズ を ず ら す 方 向 は
逆 に な る 。 従 っ て 、 発 光 点 の 点 灯 方 向 は 、 図 18に 示 す よ う に 、 各 チ ッ プ の 傾 き を 補 正 す る
方 向 と な る 。
【 ０ ０ ９ ４ 】
　 実 施 例 4及 び 実 施 例 5に お い て 、 球 面 レ ン ズ 30mを 用 い て 説 明 し た が 、 複 合 レ ン ズ 30を 用
い て も 実 現 で き る こ と は 、 い う ま で も な い 。 ま た 、 角 度 θ 1 及 び θ 2 と 対 応 す る θ 1 ’  及 び
θ 2 ’ は 、 発 光 素 子 ア レ イ チ ッ プ 長 、 光 プ リ ン タ 等 の 解 像 度 、 又 は 、 発 光 速 度 及 び 光 プ リ
ン タ 等 の 紙 送 り 速 度 、 そ の 他 点 灯 速 度 等 で 定 ま る 角 度 で あ る こ と は 言 う ま で も な い 。
【 ０ ０ ９ ５ 】
　 実 施 例 1～ 5に お い て 、 複 数 の 課 題 に つ い て 、 個 別 的 に 解 決 す る 方 法 を 代 表 的 な 例 と し て
説 明 し た が 、 本 発 明 の 趣 旨 及 び 範 囲 内 で 、 多 く の 変 更 及 び 置 換 す る こ と が で き る こ と は 当
業 者 に 明 ら か で あ る 。 例 え ば 、 上 述 し た 複 数 の 課 題 を 解 決 す る た め に 、 各 マ イ ク ロ レ ン ズ
又 は 各 発 光 点 を 、 個 別 的 に 又 は 連 続 的 に 、 主 走 査 方 向 及 び ／ 又 は 副 走 査 方 向 に 、 光 プ リ ン
タ 等 の 設 計 に 係 る 要 求 に 応 じ て 調 整 す る こ と も で き る 。 従 っ て 、 本 発 明 は 、 上 述 の 実 施 例
に よ っ て 制 限 す る も の と 解 す る べ き で は な く 、 特 許 請 求 の 範 囲 に よ っ て の み 制 限 さ れ る 。
【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】
【 ０ ０ ９ ６ 】
　 本 発 明 に よ り 、 発 光 素 子 ア レ イ チ ッ プ に お け る 各 発 光 点 及 び 各 マ イ ク ロ レ ン ズ を 、 個 別
的 に 又 は 連 続 的 に 、 主 走 査 方 向 及 び 副 走 査 方 向 に 、 光 プ リ ン タ 等 の 設 計 に 係 る 要 求 に 応 じ
て 調 整 す る こ と も で き る た め 、 よ り 高 品 質 の 発 光 素 子 ア レ イ チ ッ プ 及 び 光 書 き 込 み ヘ ッ ド
を 提 供 す る こ と が で き 、 光 書 き 込 み ヘ ッ ド を 利 用 す る 光 プ リ ン タ 、 フ ァ ク シ ミ リ 、 複 写 機
に 有 用 で あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ９ ７ 】
【 図 １ 】 (a)は 、 第 1の 構 成 の 発 光 素 子 ア レ イ チ ッ プ に つ い て 、 本 発 明 に よ る 一 実 施 例 で あ
る 構 成 例 を 示 す 図 で あ り 、 (b)は 、 感 光 ド ラ ム 停 止 時 の 結 像 面 (感 光 ド ラ ム 面 )上 に 形 成 さ
れ た 発 光 点 像 を 模 式 的 に 示 し た 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 第 1の 構 成 の 発 光 素 子 ア レ イ チ ッ プ に つ い て 、 左 側 チ ッ プ の 右 端 の 発 光 点 の 断 面
構 造 を 示 す 。
【 図 ３ 】 (a)は 、 第 2の 構 成 例 で あ る 千 鳥 配 列 チ ッ プ に つ い て 、 本 発 明 に よ る 一 実 施 例 で あ
る 構 成 例 を 示 す 図 で あ り 、 (b)は 、 感 光 ド ラ ム 停 止 時 の 結 像 面 (感 光 ド ラ ム 面 )上 に 形 成 さ
れ た 発 光 点 像 を 模 式 的 に 示 し た 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 (a)は 、 複 合 レ ン ズ を 用 い た 、 第 2の 構 成 例 で あ る 千 鳥 配 列 チ ッ プ に つ い て 説 明 す
る 図 で あ り 、 (b)は 、 感 光 ド ラ ム 停 止 時 の 結 像 面 (感 光 ド ラ ム 面 )上 に 形 成 さ れ た 発 光 点 像
を 模 式 的 に 示 し た 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 本 発 明 に よ る 実 施 例 の 発 光 点 と 複 合 レ ン ズ の 構 成 例 つ い て 説 明 す る 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 (a)は 第 1の 構 成 例 で あ る 発 光 素 子 ア レ イ チ ッ プ 表 面 図 で あ り 、 (b)は 感 光 ド ラ ム
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が 停 止 し て い る 場 合 の 感 光 ド ラ ム 上 の 発 光 点 像 図 で あ り 、 (c)は 感 光 ド ラ ム が 所 定 の 速 度
で 回 転 し て い る 場 合 の 発 光 点 像 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 (a)は 第 2の 構 成 例 で あ る 発 光 素 子 ア レ イ チ ッ プ 表 面 図 で あ り 、 (b)は 感 光 ド ラ ム
が 停 止 し て い る 場 合 の 感 光 ド ラ ム 上 の 発 光 点 像 図 で あ り 、 (c)は 感 光 ド ラ ム が 所 定 の 速 度
で 回 転 し て い る 場 合 の 発 光 点 像 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 (a)は 、 各 発 光 点 の 形 状 に 外 接 す る 円 の 中 心 位 置 に つ い て 説 明 す る 模 式 図 で あ る
。 (b)は 、 各 発 光 点 上 の マ イ ク ロ レ ン ズ の 重 心 位 置 に つ い て 説 明 す る 模 式 図 で あ る 。
【 図 ９ 】 (a)は 、 従 来 技 術 に 基 づ い た 光 書 き 込 み ヘ ッ ド に 係 る 光 学 系 の 模 式 図 で あ り 、 (b)
は 、 本 発 明 に 基 づ い た 一 実 施 例 を 示 す 光 書 き 込 み ヘ ッ ド に 係 る 光 学 系 の 模 式 図 で あ る 。
【 図 １ ０ 】 (a)は 、 従 来 の マ イ ク ロ レ ン ズ の 場 合 に お け る 、 発 光 点 が 略 直 線 上 に 配 列 さ れ
た 発 光 素 子 ア レ イ の 構 成 例 を 示 す 図 で あ り 、 (b)は 、 感 光 ド ラ ム 停 止 時 の 結 像 面 (感 光 ド ラ
ム 面 )上 に 形 成 さ れ た 発 光 点 像 を 模 式 的 に 示 し た 図 で あ る 。
【 図 １ １ 】 従 来 の マ イ ク ロ レ ン ズ の 場 合 に お け る 、 発 光 点 及 び 球 面 レ ン ズ を 上 部 か ら 見 た
図 で あ る 。
【 図 １ ２ 】 (a)は 、 先 行 技 術 の 複 合 レ ン ズ の 場 合 に お け る 、 各 発 光 素 子 ア レ イ チ ッ プ が 千
鳥 状 に 配 列 さ れ た 発 光 素 子 ア レ イ の 構 成 例 を 示 す 図 で あ り 、 (b)は 、 感 光 ド ラ ム 停 止 時 の
結 像 面 (感 光 ド ラ ム 面 )上 に 形 成 さ れ た 発 光 点 像 を 模 式 的 に 示 し た 図 で あ る 。
【 図 １ ３ 】 先 行 技 術 の 複 合 レ ン ズ の 場 合 に お け る 、 発 光 点 及 び 複 合 レ ン ズ を 上 部 か ら 見 た
図 で あ る 。
【 図 １ ４ 】 (a)は 、 従 来 技 術 の マ イ ク ロ レ ン ズ （ 球 面 レ ン ズ ） の 場 合 に お け る 、 千 鳥 状 に
配 列 さ れ た 発 光 素 子 ア レ イ の 構 成 例 を 示 す 図 で あ り 、 (b)は 、 感 光 ド ラ ム 停 止 時 の 結 像 面 (
感 光 ド ラ ム 面 )上 に 形 成 さ れ た 発 光 点 像 を 模 式 的 に 示 し た 図 で あ る 。
【 図 １ ５ 】 第 1の 構 成 例 と し て 、 複 数 の 発 光 素 子 ア レ イ チ ッ プ を 略 直 線 上 一 列 に 並 べ た タ
イ プ の 発 光 素 子 ア レ イ の 構 成 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 １ ６ 】 第 2の 構 成 例 と し て 、 複 数 の 発 光 素 子 ア レ イ チ ッ プ を 千 鳥 状 に 配 列 さ れ た タ イ
プ の 発 光 素 子 ア レ イ の 構 成 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 １ ７ 】 点 灯 タ イ ミ ン グ の 転 送 方 向 が 一 方 向 の 場 合 に お け る 、 紙 送 り 方 向 の 感 光 ド ラ ム
上 の 照 射 位 置 に つ い て の 関 係 を 表 す 図 で あ る 。
【 図 １ ８ 】 点 灯 タ イ ミ ン グ の 転 送 方 向 が 交 互 に 逆 の 場 合 に お け る 、 紙 送 り 方 向 の 感 光 ド ラ
ム 上 へ の 照 射 位 置 に つ い て の 関 係 を 表 す 図 で あ る 。
【 図 １ ９ 】 発 光 素 子 ア レ イ チ ッ プ に マ イ ク ロ レ ン ズ を 配 置 し た と き の 平 面 図 で あ る 。
【 図 ２ ０ 】 発 光 素 子 ア レ イ チ ッ プ に 対 し 、 複 合 レ ン ズ が 発 光 素 子 上 に 連 結 し て 配 列 さ れ て
い る 様 子 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ２ １ 】 発 光 素 子 ア レ イ チ ッ プ に 対 し 、 複 合 レ ン ズ が 発 光 素 子 上 に 連 結 し て 配 列 さ れ て
い る 様 子 を 示 す 側 面 図 で あ る 。
【 図 ２ ２ 】 (a)は 、 直 線 状 配 列 の 説 明 図 で あ り 、 (b)は 、 千 鳥 状 配 列 の 説 明 図 で あ る 。
【 図 ２ ３ 】 (a)は ダ イ シ ン グ の 説 明 図 で あ り 、 (b)は 発 光 素 子 ア レ イ チ ッ プ の 配 列 状 態 の 説
明 図 で あ る 。
【 図 ２ ４ 】 光 書 き 込 み ヘ ッ ド の 代 表 的 な 構 造 図 で あ る 。
【 図 ２ ５ 】 光 書 き 込 み ヘ ッ ド を 備 え る 光 プ リ ン タ の 原 理 図 で あ る 。
【 図 ２ ６ 】 光 書 き 込 み ヘ ッ ド を 備 え る フ ァ ク シ ミ リ 、 プ リ ン タ の 原 理 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ９ ８ 】
30　 複 合 レ ン ズ
30m　 球 面 レ ン ズ
80　 直 線 配 列 の 発 光 素 子 ア レ イ チ ッ プ
81　 千 鳥 配 列 の 発 光 素 子 ア レ イ チ ッ プ
74　 ロ ッ ド レ ン ズ ア レ イ
100　 光 書 き 込 み ヘ ッ ド
102　 感 光 ド ラ ム
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Osp　 複 合 レ ン ズ の レ ン ズ 重 心
Omp　 球 面 レ ン ズ の レ ン ズ 重 心
Op　 発 光 点 の 外 接 円 中 心

【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】
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【 図 ４ 】 【 図 ５ 】

【 図 ６ 】 【 図 ７ 】
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【 図 ８ 】 【 図 ９ 】

【 図 １ ０ 】

【 図 １ １ 】

【 図 １ ２ 】
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【 図 １ ３ 】 【 図 １ ４ 】

【 図 １ ５ 】

【 図 １ ６ 】

【 図 １ ７ 】
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【 図 １ ８ 】 【 図 １ ９ 】

【 図 ２ ０ 】

【 図 ２ １ 】

【 図 ２ ２ 】 【 図 ２ ３ 】

(22) JP 2007-276183 A 2007.10.25



【 図 ２ ４ 】 【 図 ２ ５ 】

【 図 ２ ６ 】
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